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りんくう野外
文化音楽堂が

10月24日㈰オ
ープン！

No．802

掲載のイベントなどへ参加する際は、手洗いや
マスクの着用などにご協力をお願いします。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載のイベントなどが
中止・変更となる場合がありますので、必ず市ホームページをご覧
になるか問い合わせてください。（掲載の情報は9月9日現在です。）



10月24日㈰
りんくう野外文化音楽堂がオ

ープン！

　日本の伝統芸能、音楽、その他芸術などの活動、市民交流
の促進を図ることを目的として、「りんくう野外文化音楽堂」
がりんくうアイスパーク芝生広場内にオープンします。
　野外ステージの屋根は、浮遊感のある形状で飛び立つ飛行
機をモチーフに、未来へのさらなる飛躍を表現しています。

【野外ステージ使用料】
●土・日曜日、休日…1時間あたり3,000円
●上記以外…1時間あたり2,000円
※準備、リハーサル、後始末に要する時間を含みます。入場料などを徴収する
とき、または営利宣伝を目的として使用するときは、使用料に5割を乗じて得
た額が加算となります。また、りんくうアイスパーク芝生広場を使用する場
合は、別途使用許可や使用料が必要となる場合がありますので、詳しくはホー
ム ペ ー ジ（https://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/seikatsu/shoko/
menu/bunkadou/）をご覧ください。

問合先　まちの活性課（☎469-3131）

※写真は完成前です

りんくう野外文化音楽堂
こけら落とし（コーラスMICE）

　りんくう野外文化音楽堂の竣工を記念し、こけら落とし
として、コーラスの団体が素敵な歌声を披露します。また、
ゆるナキン巨大バルーンも登場します。
日時　10月24日㈰ 午後2時～3時30分
場所　りんくう野外文化音楽堂
　　　（りんくうアイスパーク芝生広場）
問合先　まちの活性課（☎469-3131）
※申込不要、参加無料

新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、開催が中止
になる場合があります。詳しくはホームページ（https://
osaka-chorus-mice.chorusmice.com/）をご覧ください。

りんくうアイスパークりんくうアイスパーク

りんくう野外文化音楽堂
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マイナンバーカード【個人番号カード】の休日・夜間受取マイナンバーカード【個人番号カード】の休日・夜間受取
問合先　市民課

　マイナンバーカード（個人番号カード）の受取を促進するため、市民課窓口の臨時開庁を行います。混み合
うことがありますので、時間に余裕をもってお越しください。カードの受取は原則本人のみとなっています。
【臨時休日受取】　※予約不要
実施日　10月9日㈯・24日㈰、11月13日㈯・28日㈰、12月11日㈯・26 日㈰
時間　午前9時～正午
【予約夜間受取】　※前日までに電話予約してください。
実施日　10月15日㈮、11月19日㈮、12月17日㈮
時間　午後5時30分～7時30分
※緊急的なシステムメンテナンスや、新型コロナウイルス感染症の蔓延状況により、
受取日を変更する場合があります。詳しくは、ホームページで確認してください。

いずれも
持参する書類　
①市役所からの交付通知一式　②通知カード　
③住民基本台帳カード（持っている人のみ）　
④本人確認書類（＊1）　
（＊1） 運転免許証、パスポート、在留カードなど顔写真付き公的証明書のうち1点。持っていない人は、健康保
険証、介護保険証、医療受給者証などの官公署発行の証明書1点と氏名・生年月日が記載された診察券などの証
明書1点の計２点をご持参下さい。
注意事項　原則、15歳未満でも本人が来庁してください。また、15歳未満または成年被後見人の人は、その法
定代理人も同行してください。その場合①～④の他に、法定代理人の本人確認書類（④に同じ）と戸籍謄本（法
定代理人が親権者の場合）（＊2）・登記事項証明書（法定代理人が成年後見人の場合）のいずれかが必要です。
（＊2）法定代理人が親権者で本人と同一世帯かつ親子の関係を確認できる場合または泉佐野市が本籍地の場合
は不要
代理人による受取
　本人の来庁が困難であることを証する書類（診断書、入院／入所の事実を証する書類、要介護4以上を証する
書類などのいずれか）が必要です。なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえ、当面の緊急措置と
して「新型コロナウイルス感染症の拡大防止を受けて外出自粛を行っている申請者」は、代理人による手続き
を可能とします。その場合は、「個人番号カード交付・電子証明書発行通知兼照会書」の委任状欄に必要事項を
記入し、欄余白に「新型コロナウイルス感染症の感染防止のために外出を自粛している」旨を記入してください。

11月7日㈰、大防災訓練を行います11月7日㈰、大防災訓練を行います
～自ら備える、できることからやってみよう～

問合先　危機管理課
日時　11月7日㈰ 午前9時～
場所　市内全域
重点項目　「住民自ら備える」「できることからやってみる」
訓練内容
●身を守る訓練…緊急地震速報などを合図に姿勢を低くして頭を守るなど命を守る行動をとっ
てください。
●安否確認タオル掲出訓練…無事を知らせるタオルを玄関などへかけてください。
●ご近所への呼びかけ
●大防災訓練アンケート…訓練広報チラシ裏面のアンケートに回答し、地域の自主防災組織ま
たは市役所危機管理課へ提出してください。（訓練広報チラシは、市内公共施設または市ホー
ムページからも入手できます。）
※午前9時に市内の防災行政無線から緊急地震速報が放送されます。午前9時5分には防災行政無線からサイレン
が鳴り、市から避難指示などを知らせる緊急速報メールを配信します。

11月7日㈰は市民防災の日
　市民一人ひとりが様々な災害についての防災意識を高め、災害に対する備えを
強化し、安全で安心なまちづくりを推進するため、毎年11月の第1日曜日を「市
民防災の日」としています。
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花と緑があふれる学校　第三小学校（児童数138人）
教育目標　「進んで学ぶ子ども」「思いやりのある子ども」「がんばる子ども」の育成
～あいさつをしよう・やくそくをまもろう・おもいやりをもとう～
特色
●ICTを活用した学習　GIGAスクール構想
により、学習用端末が全国の小・中学校に
配備されましたが、本校ではこれまで培っ
てきたICT教育の基盤を生かし、より進ん
だ情報端末の活用に取り組んでいます。
●たてわり班活動
●緑豊かな学校
●地域との交流

特
認
校
に

入
学
し
ま
せ
ん
か

　

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る

特
認
校
に
、
市
内
全
域
か
ら
入
学
で
き
ま

す
。

【
学
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・
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明
会
】

日
時　

10
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日
㈯ 

午
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中

※
詳
し
い
時
間
は
、
返
信
ハ
ガ
キ
に
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載

し
ま
す
。

場
所　

各
小
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は
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月
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㈪
（
必
着
）
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で
に
、
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ガ
キ
に
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所
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子
ど
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護
者
の
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名
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ふ
り
が
な
）、
子
ど
も

の
生
年
月
日
、
電
話
番
号
（
自
宅
・
携
帯
）、

参
加
者
数
を
記
入
し
、
参
加
を
希
望
す
る

小
学
校
へ

【
入
学
申
込
】

期
間　

10
月
25
日
㈪
〜
11
月
22
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

※
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会
で
配
付
す

る
「
泉
佐
野
市
立
小
学
校
特
認
校
児
童
募

集
要
項
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

●
学
校
教
育
課

●
大
木
小
学
校
（
〒
５
９
８・
０
０
２
３ 

大
木
１
４
４
３
番
地 

☎
４
５
９・７
３
４
４
）

●
佐
野
台
小
学
校
（
〒
５
９
８・
０
０
７
４ 

東
佐
野
台
１
番
１
号 

☎
４
６
４・０
９
３
５
）

●
第
三
小
学
校
（
〒
５
９
８
・
０
０
５
２ 

旭
町
４
番
６
号 

☎
４
６
２・
０
５
６
０
）

各小学校の特色紹介
山あいにたたずむ木造校舎の小学校　大木小学校（児童数48人）

教育目標　「自らの思いを伝えあい、共に学びあい、人生や社会に活用できる子ど
も」を育てる
特色
●豊かな自然を生かした体験活動　学校
のすぐ下を流れる大木川に生息する身近
な生き物を観察する「川探検」や「ワラ
ビ採り」や「田植え・稲刈り」などいろ
いろな自然体験活動に取り組んでいます。
●地域と一体の教育活動
●たてわり班活動
●少人数を生かした学習指導
※登下校時にはスクールバスを運行（南海
「泉佐野」駅、JR「日根野」駅などを経由）

友だちと楽しく運動、楽しく学習　佐野台小学校（児童数151人）
教育目標　「世界一の学び」～地球的規模の視点に立って、上質な研さんを一層深
め、命と春風を今ここでつないでいく～
特色
●体力づくりの取組　毎日2時間目終了後
の15分間、体を動かす時間「UPタイム」
を設定しています。また、日本体育大学
への訪問やトップアスリートを招いての
スポーツ交流を行っています。
●確かな学力を育む取組
●ふれあい活動の取組

（児童数は令和3年5月1日現在）
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令和4年度 保育園・認定こども園（保育）
児童入園受付

対象　保護者のいずれもが働いている、または
病気などの理由で、家庭で保育できない市内在
住の0～5歳児（平成28年4月2日以降に生まれ
た就学前児童）
募集人数　若干名
申込用紙の配付日時・場所　10月1日㈮～
●各園…平日は午前10時～午後4時
　　　　土曜日は午前10時～正午
※土曜日は事前に電話をかけてからお越しください。
●子育て支援課…平日の午前9時～午後5時
申込　表の受付日の午前10時～午後2時に各園へ
※受付時に簡単な面接を行いますので児童同伴
で来てください。各施設の受付日に申込できない
場合は、11月6日㈯・7日㈰ 午前10時～午後2時
に、市役所で受付します。
問合先　子育て支援課

※11月6日㈯・7日㈰ 市役所（全体受付）は大変混雑し
ますので、できるだけ第1希望園への申込をお願いしま
す。新型コロナウイルス感染症対策のため、清和、泉ヶ丘、
ルーテル、杉の子、上之郷、あおい、なかよし、すえひろ、
つばさ、鶴原の各園は予約制となっていますので、必ず
予約の上、申込をお願いします。

【各園での受付】
受 付 日 名　称 所 在 地 電話番号

10月16日㈯ こども園杉の子 鶴原1757 464-0379
ひねのこども園 日根野7277 468-0345

19日㈫ 上之郷こども園 上之郷1651-1 467-0793
20日㈬ ひかりこども園 南中樫井1065 465-1447
21日㈭ こども園つばさ 笠松1丁目2-18 463-3713
22日㈮ 清和こども園 高松東1丁目10-16 462-0972
23日㈯ なかよしこども園 中庄831-5 464-5010
25日㈪ 下瓦屋こども園 上瓦屋610-1 463-3359
26日㈫ ルーテルこども園 湊3丁目13-11 463-1436
27日㈬ 泉ヶ丘こども園 鶴原935-3 463-0041
28日㈭ 鶴原保育園 鶴原1033 463-0065
29日㈮ こだまこども園 羽倉崎4丁目2-32 464-2598
30日㈯ あおいこども園 長滝4067 464-3466

11月  2日㈫ さくらこども園 旭町4-6 462-2913
3日㈷ すえひろこども園 東羽倉崎町9-14 466-0300
4日㈭ はるかこども園 長滝1028 468-8170
5日㈮ のぞみこども園 上瓦屋583-1 463-3704
6日㈯ 市役所

（全体受付）
市場東1丁目

295-3 463-12127日㈰

【注意】
●今年度に待機登録していて、来年度の入園を希
望する場合も再度申込が必要です。
●年度途中（令和4年5月～令和5年3月）の入園を
希望する場合も、表の日程で申込をしてください。
●転園希望者は、希望する園への新規申込となります。

　　　　　　　　　　　　令和4年度 
公立幼保連携型認定こども園・1号認定 園児募集

　幼保連携型認定こども園は、幼稚園（1号認定）と
保育所（2・3号認定）の機能や特徴をあわせ持ち、
地域の子育て支援も行う施設です。
対象　市内在住で次に該当する幼児
●4歳児

…平成29年4月2日～平成30年4月1日の出生児
●5歳児

…平成28年4月2日～平成29年4月1日の出生児

こども園名 所 在 地 電話番号 募集定員
4歳児 5歳児

のぞみ 上瓦屋583-1 463-3704
各55人 各60人はるか 長滝1028 467-0854

さくら 旭町4-6 464-0828

申込用紙の配付日時・場所
10月5日㈫（土・日曜日除く）まで
●各園…午後2時～4時
●子育て支援課…午前9時～午後5時
※いずれも10月5日㈫は午後3時まで
申込
10月4日㈪・5日㈫ 午後2時～4時に各園へ
※初めて入園を希望する場合は、受付時に簡単
な面接を行いますので、幼児同伴で来てくださ
い。定員を超えた場合は公開抽選となります。
5歳児については、4歳からの継続児で定員に
達した場合は、新規の受付はしません。
問合先　子育て支援課

こども園等のご案内こども園等のご案内

スマイルピース保育学園（下瓦屋2丁目2-77 いこ
らも～る泉佐野1階 ☎461-0720・定員19人〔予
定〕）が小規模保育事業（0～2歳児の少人数を対
象に保育を行う事業）として来年4月に開園予定で
す。入園を希望する人は、市役所（全体受付）で
申込をしてください。
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　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/
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ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/
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場
合
は
、
泉
州
南
広

域
消
防
本
部
ま
で
連
絡
す
る

連
絡
・
問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防

本
部 

警
防
部 
予
防
課
（
☎
４
６
９

・
０
８
８
６ 
Fax
４
６
０
・
２
１
１
９
）

10
月
1
日
は浄

化
槽
の
日

　

浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ

て
生
活
排
水
を
き
れ
い
な
水
に
す
る

装
置
で
す
が
、
維
持
管
理
が
適
切
に

行
わ
れ
な
い
と
水
質
が
悪
化
し
た

り
、
悪
臭
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
浄
化
槽
の
管
理
者
に
は
、「
保

守
点
検
」「
清
掃
」「
定
期
検
査
」
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル

を
守
っ
て
、
浄
化
槽
が
機
能
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
よ
う
正
し
い
使
い
方

と
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
撤
去
す
る
と
き
に
は
、

内
部
に
残
存
し
て
い
る
汚
泥
な
ど
の

処
理
が
必
要
で
す
が
、
こ
れ
は
市
の

許
可
を
受
け
て
い
る
業
者
に
し
か
で

き
ま
せ
ん
。
不
適
正
な
処
理
を
行
う

と
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
第
16
条
に
違
反
す
る
行
為

（
不
法
投
棄
）
と
な
り
、
5
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
，
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
（
法
人
の
場
合
は
3
億

円
以
下
の
罰
金
）に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

必
ず
市
の
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

10
月
は

「
大
阪
府
部
落
差
別
事
象
に
係

る
調
査
等
の
規
制
等
に
関
す

る
条
例
」
啓
発
推
進
月
間

〜
そ
の
身
元
調
査
は
必
要
で
す
か
？ 

な
く
そ
う
部
落
差
別
〜

  

結
婚
差
別
や
就
職
差
別
な
ど
は
重

大
な
人
権
侵
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
部
落
差
別
事
象
の
発

生
を
防
止
し
、
基
本
的
人
権
を
擁
護

す
る
た
め
、
部
落
差
別
事
象
を
引
き

起
こ
す
お
そ
れ
の
あ
る
個
人
お
よ
び

土
地
に
関
す
る
事
項
の
調
査
・
報
告

な
ど
の
行
為
を
規
制
し
て
い
ま
す
。

部
落
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ

る
調
査
の
依
頼
を
や
め
、
差
別
の
な

い
人
権
の
尊
重
さ
れ
た
社
会
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
戸
籍
謄(

抄)

本
・
住
民
票

は
、
原
則
と
し
て
本
人
以
外
は
弁
護

士
や
司
法
書
士
な
ど
が
職
務
目
的
で

入
手
す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

委
任
状
の
偽
造
な
ど
に
よ
る
不
正
取

得
は
違
法
行
為
で
す
。

問
合
先　

府  

人
権
擁
護
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
２
８
２
）

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
薬
物
乱
用

　

10
・
11
月
は
麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大

麻
乱
用
防
止
運
動
月
間
で
す
。

　

近
年
、
若
者
を
中
心
に
大
麻
の
乱

用
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
大
麻
は
心

身
に
様
々
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
誘
わ
れ
て
も
キ
ッ
パ
リ
断
り
ま

し
ょ
う
！

問
合
先　

健
康
推
進
課

浄
化
槽
の
維
持
管
理

　

浄
化
槽
管
理
者
に
は
、
浄
化
槽
法

で
「
保
守
点
検
」
や
「
清
掃
（
年
１

回
以
上
）」
の
実
施
と
、「
定
期
検

査
（
年
１
回
）」（
11
条
検
査
）
を
受

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
保
守
点
検
及
び
清
掃
の
記

録
は
、
３
年
間
保
管
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

問
合
先　

泉
佐
野
保
健
所 

衛
生
課

（
☎
４
６
２・
７
９
８
２
）

■災害に強い空港をめざして
　関西国際空港では、平成30（2018）年9月に発生した
台風21号の浸水被害を受け、防災対策の一環として、1期
島の護岸嵩上げや消波ブロック設置などの越波対策を進め
てきました。今年4月に護岸嵩上げ工事が完了し、10月末
には消波ブロックの設置が完了する予定です。
　関西エアポートは、これらの工事により防災機能をより
強化し、お客さまに安全・安
心にご利用いただける「災害
に強い空港」をめざしてまい
ります。

▲護岸嵩上げ工事

▲消波ブロック設置

6広報いずみさの 令和3年10月号



イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は

禁
止
で
す

　

野
外
焼
却
の
煙
に
よ
る
悪
臭
な
ど

の
苦
情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
で
は
、
例
外
を
除
き

「
何
人
も
廃
棄
物
を
焼
却
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
り

よ
い
環
境
づ
く
り
に
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
】

●
震
災
、
風
水
害
そ
の
他
の
災
害
の

予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た

め
に
必
要

　

周
辺
の
生
活
環
境
な
ど
に
影
響

を
お
よ
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
き

は
、
行
政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
認
め
ら
れ
た
野
外
焼
却
で
も
、

で
き
る
だ
け
少
量
に
と
ど
め
、
風

向
き
・
強
さ
、
時
間
帯
な
ど
に
十

分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
に
関
す
る
講
習
会

　

当
消
防
組
合
で
は
、
次
の
講
習
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
上
級
救
命
講
習
（
年
５
回
）】

　

普
通
救
命
講
習
で
学
ぶ
内
容
に
加

え
て
、
骨
折
、
外
傷
、
や
け
ど
な
ど

に
対
す
る
応
急
手
当
や
搬
送
法
も
学

び
ま
す
。
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
応
急
手
当
普
及
員
講
習（
年
２
回
）】

　

所
属
す
る
事
業
所
の
従
業
員
の
人

や
地
域
の
人
な
ど
に
対
し
て
、「
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
」
を
含
む
心
肺
蘇
生

法
を
指
導
す
る
指
導
者
育
成
の
た
め

の
講
習
で
す
。
講
習
修
了
者
に
は
認

定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　【応

急
手
当
普
及
員
再
講
習（

不
定
期
）】

　

応
急
手
当
普
及
員
の
認
定
は
、
資

格
取
得
か
ら
３
年
で
失
効
し
ま
す
。

応
急
手
当
普
及
員
再
講
習
を
受
講
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
３
年
間

有
効
と
な
り
ま
す
。
再
講
習
修
了
者

に
は
新
し
い
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

い
ず
れ
も

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部

警
防
部 

警
備
課
（
☎
４
６
９
・
０
１

１
９[ 

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
後
に
４

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
を

配
布
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
個
人
や
有
志
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
道
路
や
溝
、
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
を
清
掃
し
て
い
た

だ
い
た
際
の
可
燃
ご
み
に
使
う
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
」
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
集
め
た
ご
み
は
、
週
2
回
の
可

燃
ご
み
収
集
日
に
ご
家
庭
の
ご
み
と

一
緒
に
出
し
て
収
集
し
ま
す
。

　

環
境
衛
生
課
お
よ
び
社
会
福
祉
協

議
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

 

問
合
先　

環
境
衛
生
課

中
身
が
入
っ
た
ま
ま

出
さ
な
い
で
！

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

は
月
に
2
回
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

は
粗
大
ご
み
と
し
て
収
集
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
必
ず
中
身
を
使
い
切
っ

た
状
態
で
ご
み
出
し
を
お
願
い
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
泉
佐
野
市
田

尻
町
清
掃
施
設
組
合
第
二
事
業
所

（
ご
み
処
理
場
）
で
爆
発
事
故
や
、

運
搬
車
両
で
の
火
災
、
塩
素
系
の
洗

剤
な
ど
が
混
ざ
り
あ
っ
て
有
毒
物
質

が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
る
処
理
場
職

員
の
健
康
被
害
発
生
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
一
度
ご
み
出
し
の
前
に

10     
月
11    
日
㈪
〜
20    
日
㈬

全
国
地
域
安
全
運
動

〜
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
〜

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

求
め
る
電
話　

す
べ
て
詐
欺
！
」

「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
は
詐
欺
!!
」

　
「
市
役
所
職
員
」「
警
察
官
」
を
名

乗
る
不
審
な
電
話
（
ア
ポ
電
）
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
れ
ば
、
い
っ
た

ん
電
話
を
切
り
、
家
族
や
警
察
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
っ
て
安
全　

使
っ
て
安
心

　

安
ま
ち
ア
プ
リ
】

　

大
阪
府
警
察
「
安
ま
ち
ア
プ
リ
」

に
ご
登
録
を
!!

　

安
ま
ち
ア
プ
リ
の
登
録
・
運
動
期

間
中
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
泉
佐
野

警
察
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
先　

泉
佐
野
警
察
署 

生
活
安

全
課
（
☎
４
６
４
・
１
２
３
４
）

※
詳
し
く
は
泉
佐
野
警
察
署
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲QRコード

番] 

Fax
４
６
０
・
２
１
１
９
）
へ

※
申
込
方
法
、日
程
な
ど
詳
し
く
は
、

消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

senshu-m
inam

i119.jp/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
救
命
入
門
コ
ー
ス
お

よ
び
普
通
救
命
講
習
会
に
つ
い
て
の

相
談
・
申
込
に
つ
い
て
は
泉
佐
野
消

防
署
（
☎
４
６
９
・
０
１
１
９
）
へ

●
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行

事
を
行
う
た
め
に
必
要

●
農
業
・
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い

●
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む

う
え
で
通
常
行
わ
れ
る
草
木
な
ど
の

焼
却
で
あ
っ
て
、
周
辺
地
域
の
生
活

環
境
に
与
え
る
影
響
が
軽
微

問
合
先　

環
境
衛
生
課

中
身
が
残
っ
て
い
な
い
か
を
確
認

し
、
適
切
な
ご
み
処
理
が
行
え
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
を
、
直
接

泉
佐
野
市
田
尻
町
清
掃
施
設
組
合

（
ご
み
処
理
場
）
に
搬
入
さ
れ
る
場

合
に
は
、
現
場
の
職
員
に
手
渡
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

広報いずみさの 令和3年10月号7



イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
の

注
射
針
や
点
滴
針
に
つ
い
て

　

可
燃
ご
み
や
資
源
ご
み
（
カ
ン
・

ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
に
混
入
し

て
出
さ
れ
た
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
の
針

や
点
滴
針
に
よ
り
、
収
集
や
処
理
作

業
中
に
針
刺
し
事
故
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
針
は
医
療
機
関
で

の
引
取
な
ど
で
適
正
に
処
理
し
、
決

し
て
可
燃
ご
み
や
資
源
ご
み
の
収
集

に
は
出
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
含
ま
れ
た
機
器
の

保
管
が
な
い
か
再
度
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
！

　

事
業
所
な
ど
で
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電

気
機
器
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
高
濃
度

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
発
見
し
た
場
合
は
直
ち
に

処
分
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
至

急
大
阪
府
の
窓
口
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。（
中
小
企
業
な
ど
を
対
象
と

し
た
処
理
料
金
の
軽
減
制
度
が
あ
り

ま
す
）

　

な
お
、
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
令
和
９

年
３
月
末
ま
で
に
処
分
が
必
要
で
す
。

問
合
先　

府 

産
業
廃
棄
物
指
導
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
８
３
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の

感
染
症
対
策
と
し
て
の
家
庭
で

の
マ
ス
ク
な
ど
の
捨
て
方

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感

染
症
に
感
染
し
た
人
や
そ
の
疑
い
の

あ
る
人
な
ど
が
家
庭
に
い
る
場
合
、

鼻
水
な
ど
が
付
着
し
た
マ
ス
ク
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
ご
み
を
捨
て
る

際
は
、
左
の
「
ご
み
の
捨
て
方
」
に

沿
っ
て
、「
ご
み
に
直
接
触
れ
な
い
」

「
ご
み
袋
は
し
っ
か
り
し
ば
っ
て
封

を
す
る
」
そ
し
て
「
ご
み
を
捨
て
た

後
は
手
を
洗
う
」
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

毎
年
、
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
な

る
と
、
毒
キ
ノ
コ
を
食
べ
た
こ
と
に

よ
る
食
中
毒
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

嘔
吐
・
下
痢
・
め
ま
い
な
ど
の
様
々

な
症
状
を
引
き
起
こ
し
、
死
亡
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

毒
キ
ノ
コ
は
山
中
だ
け
で
な
く
、

身
近
な
場
所
に
生
え
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
素
人
判
断
で
、
野
生
の

キ
ノ
コ
を
採
っ
て
食
べ
る
こ
と
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

【
毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
を
起
こ

さ
な
い
た
め
の
注
意
事
項
】

●
確
実
に
鑑
定
さ
れ
た
食
用
キ
ノ
コ

以
外
は
絶
対
に
食
べ
な
い

●
食
用
か
ど
う
か
、
自
分
で
判
断
し

な
い

●
採
っ
た
キ
ノ
コ
は
、
安
易
に
人
に
あ

げ
な
い
、
売
ら
な
い
、
も
ら
わ
な
い

【
採
っ
た
キ
ノ
コ
を
食
べ
て
体
調
に

異
常
を
感
じ
た
ら
…
】

　

す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
食
べ
た
キ
ノ
コ
が
残
っ
て

い
る
場
合
は
、
持
参
し
て
治
療
の
参

考
に
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

泉
佐
野
保
健
所 

衛
生
課

（
☎
４
６
４・９
６
８
８
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
宝
く
じ

が
買
え
ま
す
。
詳
し
く
は
「
宝
く
じ

公
式
サ
イ
ト
」
を
検
索
！

発
売
期
間　

10
月
22
日
㈮
ま
で

抽
選
日　

10
月
29
日
㈮

販
売
価
格　

宝
く
じ
１
枚
３
０
０
円

問
合
先　

（
公
財
）
大
阪
府
市
町
村
振
興
協
会

（
☎
06
・
６
９
４
１
・
７
４
４
１
）
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

令
和
４
年
度 

入
学
予
定
者

就
学
時
健
康
診
断

　

来
春
、
小
学
校
入
学
予
定
の
児
童

を
対
象
に
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
日
・
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、

9
月
に
郵
送
し
た
通
知
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

対
象　

平
成
27
年
4
月
2
日
〜
平
成

28
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
市
内
在
住

児
童

問
合
先　

学
校
教
育
課

市
の
奨
学
金
へ寄付

の
ご
協
力
を

　

市
で
は
経
済
的
な
理
由
で
子
ど
も

た
ち
が
進
学
を
あ
き
ら
め
た
り
、
学

校
を
や
め
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
国
や
府
の
奨
学
金
制
度
を
補
う

市
独
自
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
が
奨
学

金
制
度
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
寄
付
を
募
っ
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

問
合
先　

学
校
教
育
課

市
公
園
墓
地 

使
用
者
募
集

【
区
画
墓
地
】

　

使
用
者
ご
と
に
墓
を
設
け
る
従
来

型
の
墓
地
で
す
。

募
集
区
画
・
永
代
使
用
料
（
1
区
画

に
つ
き
）

●
２
．
２
５
㎡
…
８
区
画
・
98
万
円

●
４
．
０
０
㎡
…

３
区
画
・
１
７
４
万
２
千
円

申
込
資
格　

泉
佐
野
市
に
住
所
ま
た

は
本
籍
を
有
す
る
世
帯
主
で
、
埋
蔵

す
る
親
族
の
遺
骨
を
お
持
ち
で
（
遠

方
の
墓
地
な
ど
か
ら
の
改
葬
を
含

む
）、
1
年
以
内
に
墓
石
な
ど
の
設

置
が
可
能
な
人

※
詳
し
く
は
使
用
申
込
み
の
し
お
り

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

抽
選
日
・
場
所

11
月
14
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
・
市
役

所
５
階 

第
１
会
議
室

申
込
期
間　

10
月
４
日
㈪
〜
15
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

【
合
葬
式
墓
地
】

　

ひ
と
つ
の
大
き
な
お
墓
に
5
千
体

ま
で
の
遺
骨
を
一
緒
に
埋
蔵
す
る
墓

地
で
、
市
が
管
理
を
行
い
ま
す
。
個

人
で
管
理
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
か

ら
、
お
墓
の
承
継
の
心
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。
満
65
歳
以
上
の
人
に
つ
い
て

は
、
生
前
予
約
も
可
能
で
す
。

使
用
料　

1
体
10
万
円

※
希
望
者
の
み
、
記
名
板
使
用
料
1

枚
5
万
円
。

　

泉
佐
野
市
公
園
墓
地
の
区
画
墓
地

を
使
用
し
て
い
る
人
が
、
区
画
墓
地

を
返
還
し
て
合
葬
式
墓
地
を
利
用
さ

れ
る
場
合
は
、1
／
２
の
金
額
で
す
。

申
込
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
泉
佐
野
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を

有
し
、
埋
蔵
す
る
親
族
の
遺
骨
を

持
っ
て
い
る
（
改
葬
を
含
む
）

②
死
亡
当
時
、
泉
佐
野
市
に
住
所
ま

た
は
本
籍
を
有
し
て
い
た
親
族
の
遺

骨
を
埋
蔵
す
る
（
改
葬
を
含
む
）

③
泉
佐
野
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を

有
す
る
満
65
歳
以
上
で
、
死
後
に
自

ら
の
遺
骨
を
埋
蔵
す
る

④
泉
佐
野
市
公
園
墓
地（
区
画
墓
地
）

を
使
用
し
て
い
る
人
が
、
区
画
墓
地

を
返
還
し
て
合
葬
式
墓
地
を
使
用
す

る※
詳
し
く
は
使
用
申
込
み
の
し
お
り

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

11
月
15
日
㈪
〜
26
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

い
ず
れ
も

申
込
・
問
合
先　
「
泉
佐
野
市
公
園

墓
地
（
区
画
墓
地
・
合
葬
式
墓
地
）

使
用
申
込
み
の
し
お
り
」を
入
手
し
、

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
の
う
え
、
必
要
書
類
を
添
え
て

環
境
衛
生
課
へ

※
し
お
り
・
募
集
区
画
地
図
は
環
境

衛
生
課
に
あ
り
ま
す
。
し
お
り
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
区
画
墓
地
：https:/
/w
w
w
.city.izum

isano.lg.jp/
kakuka/seikatsu/kankyo/m

e
nu/bochi/bosyu_1.htm

l 

合
葬

式
墓
地
：https://w

w
w
.city.izu

m
isano.lg.jp/kakuka/seikats
u/kankyo/m

enu/bochi/bosy
u_2.htm

l

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

10
月
１
日
〜
12    
月
31    
日

「
赤
い
羽
根
」
共
同
募
金
運
動

に
ご
協
力
を

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
民
間
の
社

会
福
祉
施
設
な
ど
に
配
分
さ
れ
、
地

域
の
福
祉
課
題
の
解
決
や
身
近
な
地

域
福
祉
活
動
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）▲2021年記念

バッジデザイン

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）

受
給
者
証
の
更
新
申
請
を
お

忘
れ
な
く
！

　

現
在
お
持
ち
の
特
定
医
療
費
（
指

定
難
病
）
受
給
者
証
の
有
効
期
間
は

12
月
31
日
㈮
で
す
。
来
年
１
月
１
日

以
降
も
指
定
難
病
の
医
療
費
助
成
を

希
望
す
る
人
は
、
有
効
期
間
内
に
更

新
申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
医
療
機
関
を
受
診
で

き
ず
、
期
間
内
に
申
請
が
で
き
な
い

場
合
は
、
遅
延
申
出
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

泉
佐
野
保
健
所 

地

域
保
健
課
（
☎
４
６
２
・
７
７
０
３ 

Fax
４
６
２
・
５
４
２
６
）

※
詳
し
く
は
送
付
し
て
い
る
案
内
文

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

70
歳
以
上
の
高
齢
者
に

「
さ
の
ぽ
」
を
進
呈
し
ま
す

　

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
運
転

免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
高
齢
者
に

「
さ
の
ぽ
」
10
万
ポ
イ
ン
ト
を
進
呈

し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
る
自
主
返

納
時
70
歳
以
上
の
高
齢
者
（
一
度
ポ

イ
ン
ト
を
受
け
た
人
を
除
く
）

定
員　

１
０
０
人

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
間　

10
月
５
日
㈫
〜
11
月
30

日
㈫
（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
先　

便
箋
な
ど
に
「
私

は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
ま

し
た
の
で
、
関
係
書
類
を
添
え
て
申

請
し
ま
す
」
と
題
し
、
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の

取
消
通
知
書
」
の
写
し
お
よ
び
生
年

月
日
の
確
認
で
き
る
身
分
証
明
書
の

写
し
（「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
写

し
の
み
は
不
可
）
を
同
封
の
上
、
郵

送
で
〒
５
９
８
・
８
５
５
０
泉
佐
野

市
役
所
道
路
公

園
課
へ

第16回 泉佐野観光ボランティア養成講座第16回 泉佐野観光ボランティア養成講座
泉佐野市の観光推進のため、訪れる観光客を温かくお迎えし、泉佐野の歴史・文化・伝統などを
案内できるよう、講義と現地研修を通じ、市の歴史や文化を共に学びませんか。

対象　泉佐野の観光に興味のある人　※講座終了後は泉佐野観光ボランティア協会に入会していただける人（市外在住可）
定員　10人（先着順）
講師 中室昇治（泉佐野観光ボランティア協会 会長）、太田　均さん（大阪観光大学 講師）、細田慈人（レイクア
ルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの 学芸員）、堀口　哲（泉佐野市観光協会 理事） 、泉佐野観光ボランティ
ア協会 研修ガイド
受講料　1,000円（資料代、傷害保険料、拝観料など含む・12月8日に徴収） 
申込･問合先　11月20日㈯（当日消印有効）までに往復ハガキまたはeメールで郵便番号、住所、氏名、年齢、
性別、電話番号を記入し、「泉佐野観光ボランティア養成講座申込」と明記のうえ、泉佐野観光ボランティア協
会（〒598-0007 泉佐野市上町3丁目11-47 観光情報センター内 ☎458-3901 Fax415-1427 午前10時～午
後4時 eメール：sanonoeemon@rinku.zaq.ne.jp）へ

日 時（全5回） 場　所 内 容（テーマ）
12月8日㈬ 午後1時～4時 大阪観光大学 開講式、基調講演「観光と地域振興」

12月18日㈯ 午前10時～正午 レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさの 泉佐野市の歴史的観光資源

午後1時～4時 さの町場 フィールドワーク
来年1月16日㈰ 午後1時～4時 日根野 フィールドワーク（日根荘）
1月30日㈰ 午後1時～4時 犬鳴山 フィールドワーク、犬鳴山修験道資料館

2月18日㈮ 午後1時～3時 レイクアルスタープラザ・
カワサキ生涯学習センター

「泉佐野市の観光振興について」、観光ボランティア
協会の活動内容・入会手続き、修了証授与 ほか

10    
月
18    
日
㈪
〜
24    
日
㈰

行
政
相
談
週
間

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
委
員
が
、
毎
日
の
く
ら
し
の
な

か
、
国
や
府
、
市
の
仕
事
な
ど
で
、

「
困
っ
た
」「
納
得
で
き
な
い
」「
も
っ

と
く
わ
し
く
知
り
た
い
」
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
月
第
３
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所
内
会
議
室

申
込
・
問
合
先　

人
権
推
進
課　

※
相
談
無
料
、
当
日
で
も
可
能
で
す

が
、
予
約
も
で
き
ま
す
。

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

相
続
手
続
、
遺
言
書
作
成
、
許
認

可
業
務
、
任
意
後
見
、
農
地
・
生
産

緑
地
関
係
、
交
通
事
故
保
険
請
求
、

協
議
離
婚
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
時

10
月
31
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く
う
泉

南
２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

申
込
・
問
合
先

大
阪
府
行
政
書
士
会
泉
州
支
部

（
☎
４
５
７
・
９
１
８
６
）

※
申
込
が
な
く
て
も
相
談
可
能
で
す

が
、
予
約
を
優
先
し
ま
す
。

全
国
都
市
交
通
特
性
調
査
・

近
畿
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

全
国
の
都
市
交
通
の
特
性
や
経
年

変
化
を
把
握
す
る
た
め
、
全
国
70
市

と
協
力
し
て
、
人
の
動
き
に
関
す
る

交
通
実
態
調
査
を
10
月
・
11
月
に
実

施
し
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
近
畿
２

府
４
県
に
住
ん
で
い
る
人
を
対
象
と

し
た
近
畿
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調

査
に
つ
い
て
も
実
施
し
ま
す
。
ど
ち

ら
の
調
査
も
み
な
さ
ん
が
日
頃
の
生

活
の
中
で
、
自
動
車
、
バ
ス
、
鉄
道

な
ど
を
利
用
し
て
ど
の
よ
う
に
移
動

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
調
査
す
る
も

の
で
、
今
後
の
都
市
交
通
施
策
検
討

の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
行
う
も

の
で
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
土
交
通
省
・
大

阪
府
よ
り
市
内
か
ら
無
作
為
に
抽
出

し
た
家
庭
に
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
ま

す
。
調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
調
査

目
的
を
ご
理
解
頂
き
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
本
調
査
の
実

施
に
あ
た
り
、
職
員
・
調
査
員
な
ど

が
自
宅
に
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
合
先　

全
国
都
市
交
通
特
性
調
査

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（　

０
１
２
０
・

３
４
８
・
３
３
８
）
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
先

発
医
薬
品
（
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き

た
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販

売
さ
れ
る
医
薬
品
で
、
先
発
医
薬
品

と
同
じ
有
効
成
分
を
同
量
含
み
、
同

等
の
効
き
目
が
あ
る
と
国
に
認
め
ら

れ
た
医
薬
品
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
は
開
発
に
か
か
る
費
用
が
抑

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
発
医

薬
品
よ
り
安
価
で
経
済
的
で
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替

え
る
に
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

【
切
り
替
え
時
の
ご
注
意
】

●
先
発
医
薬
品
と
色
や
大
き
さ
、
形

な
ど
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
す
べ
て
の
先
発
医
薬
品
に
対
し
て

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
対
応
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
使
用
で
き
る
病
気
（
効
能
）
が
異

な
る
な
ど
の
理
由
で
切
り
替
え
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
医
療
機
関
、
薬
局
に
よ
っ
て
は
取

り
扱
っ
て
い
な
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
も
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合 
給
付
課
（
☎
06
・
４
７

国民健康保険料・後期高齢者医療保険料
夜間の納付相談と窓口納付

　月に1度、夜間相談窓口を開設して
います。保険料の納付や国民健康保険
の加入（他の健康保険からの切替）・
資格喪失手続きもできます。
日時　毎月第3木曜日（祝日除く） 　　　
午後5時30分～8時（受付：午後7時30
分まで）
場所・問合先　国保年金課

国
民
健
康
保
険

問
合
先　

国
保
年
金
課

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新

〜
新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
〜

　

現
在
交
付
し
て
い
る
保
険
証
（
桃

色
）
は
11
月
1
日
以
降
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

新
し
い
保
険
証
（
水
色
）
を
10
月

下
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま

す
の
で
、
届
き
次
第
、
新
し
い
保
険

証
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
、
古
い
保

険
証
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

●
75
歳
に
な
る
人

　

11
月
1
日
以
降
に
75
歳
に
な
る
人

は
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
75
歳
の

誕
生
日
の
前
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
降
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
対
象
と
な
る
た
め
、
新
た
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
を
75
歳

に
な
る
前
に
郵
送
し
ま
す
。

●
外
国
籍
の
人

　

来
年
の
10
月
31
日
ま
で
に
在
留
期

間
の
満
了
を
迎
え
る
外
国
籍
の
人

は
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
在
留
期

間
の
満
了
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

在
留
期
間
を
延
長
し
た
場
合

は
、
保
険
証
の
更
新
手

続
き
が
必
要
で
す
。

保
険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？ 

11
月
１
日
㈪
は

第
５
期
分
の
納
期
限
で
す

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
短
く

な
る
ほ
か
、
資
格
証
明
書
の
交
付
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納

期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
、
滞
納
し
て
い
る
人
の

財
産
（
不
動
産
・
預
貯
金
・
給
料
な

ど
）
を
調
査
し
、
差
し
押
さ
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
保
険
料
は
、
納
期

内
に
収
め
ま
し
ょ
う
。

【
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

国
民
健
康
保
険
料
を
年
金
か
ら
差

し
引
い
て
納
付
さ
れ
る
人
以
外
は
、

原
則
、
口
座
振
替
で
の
納
付
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
は
一
度

の
登
録
手
続
き
で
納
期
ご
と
に
自
動

的
に
引
き
落
と
し
さ
れ
る
た
め
、
納

め
に
行
く
手
間
も
省
け
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
還
付
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
口
座
へ
の
振
込
で
還
付

し
ま
す
の
で
、
還
付
の
た
び
に
申
請

し
て
い
た
だ
く
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
納
付
書
で
納
付
し
て
い
る

人
は
、
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口

座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

き
、
口
座
振
替
の
推
進
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
国
保
年
金
課
窓
口
で
は
、
専
用
端

末
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
通
し
暗

証
番
号
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座

振
替
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
大
阪
泉
州
農

業
協
同
組
合
、
近
畿
労
働
金
庫
は
除

く
。
ま
た
、
一
部
取
り
扱
い
で
き
な

い
カ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。）

【
電
話
で
の
納
付
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
】

　

納
付
が
困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
納
付
猶
予
や
分
割
納
付
の
相
談

も
で
き
ま
す
の
で
、
電
話
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
収
入
減
少
し
た
場
合

な
ど
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
減
免

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

減
免
申
請
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容

は
、
問
い
合
せ
て
い
た
だ
く
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

９
０
・
２
０
３
１ 

Fax
　

06
・
４
７
９
０

・
２
０
３
０
）
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よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た
い

人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
付
加
年
金
】

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
や
任

意
加
入
被
保
険
者
が
、
定
額
保
険
料

（
月
額
１
６
，
６
１
０
円
）
に
付
加

保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗

せ
し
て
納
付
す
る
と
、
次
の
計
算
に

よ
る
額
が
付
加
年
金
と
し
て
老
齢
基

礎
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

●
付
加
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加

保
険
料
を
納
め
た
月
数

必
要
な
も
の　

年
金
手
帳

申
込
・
問
合
先　

国
保
年
金
課

【
国
民
年
金
基
金
】

　

国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基
礎
年

金
に
上
乗
せ
し
て
給
付
す
る
公
的
な

個
人
年
金
制
度
で
す
。

対
象　

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

で
、
定
額
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
人

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
、
海
外

居
住
さ
れ
て
い
て
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
い
る
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が
一

定
基
準
額
以
下
の
、
年
金
受
給
者
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。案
内
や
事
務
手
続
き
は
、

日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が

実
施
し
ま
す
。

対
象

●
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非

課
税
と
な
っ
て
い
る

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所

得
額
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ

る●
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
人

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万
円

以
下
で
あ
る

請
求
方
法

●
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
受
給
す
る
人
…
対
象
と
な
る
人
に

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
請
求
書（
は
が
き
型
）

が
８
月
下
旬
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
請
求
書
に
記
入
の
う
え
提
出
し

掛
け
金　

加
入
時
の
年
齢
や
性
別
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
納
め
た
掛
け

金
は
全
額
、
国
民
年
金
保
険
料
と
同

様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

大
阪
府
国
民
年
金

基
金（
０
１
２
０・６
５・４
１
９
２
）

※
付
加
年
金
も
国
民
年
金
基
金
も
保

険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
、
学
生
納

付
特
例
を
受
け
て
い
る
期
間
は
加
入

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
付
加
年
金
と

国
民
年
金
基
金
の
両
方
に
同
時
に
加

入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
10
年
間
付
加
保
険
料
を

納
め
る
と
…

２
０
０
円
×
12
ヵ
月
×
10
年
＝

年
額
２
４
，
０
０
０
円
が
加
算

国
民
年
金

て
く
だ
さ
い
。
来
年
１
月
４
日
ま
で

に
請
求
手
続
き
が
完
了
し
た
人
は
、

令
和
３
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
人
…
年

金
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
現
在
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
受
給
し
て
い
る
人
…
支
給
要
件
を

満
た
す
場
合
、
２
年
目
以
降
の
手
続

き
は
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。
支
給

要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合
、

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
際
は
「
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
不
該
当
通
知
書
」
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。

問
合
先　

年
金
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・

０
５
・
４
０
９
２
）

※
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請
求

で
困
っ
た
と
き
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
日
本
年
金

機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、
口
座

番
号
や
暗
証
番
号
を
お
聞
き
し
た

り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

広　

告

広　

告

◇
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税
問
合
先　

税
務
課

市
・
府
民
税

第
３
期
分
の
納
期
限
は

11
月
１
日
㈪
で
す

　
領
収
書
は
お
支
払
い
済
み
の

証
拠
と
な
る
も
の
な
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

法
人
市
民
税
に
係
る
開
設
届
を

　

法
人
市
民
税
と
は
、
市
内
に
事
務

所
、
事
業
所
ま
た
は
寮
な
ど
が
あ
る
法

人
お
よ
び
人
格
の
な
い
社
団
な
ど
（
収

益
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
）
が
納
め

る
税
金
で
す
。
市
内
に
新
し
く
会
社

を
設
立
し
た
と
き
、
事
務
所
な
ど
を

開
設
し
た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
。

（
税
務
署
お
よ
び
府
税
事
務
所
へ
の

提
出
と
は
別
に
届
出
が
必
要
で
す
。）

　

法
人
市
民
税
に
は
、
国
税
の
法
人

税
額
を
課
税
標
準
と
し
て
算
出
す
る

法
人
税
割
額
と
、
資
本
金
等
の
額
と

市
内
の
従
業
者
数
に
よ
り
算
出
す
る

均
等
割
額
が
あ
り
、
事
業
年
度
終
了

の
日
の
翌
日
か
ら
２
ヵ
月
以
内
に
、

税務署からのお知らせ
～令和3年以降の税務署主催の

年末調整説明会の取りやめ～
　年末調整に係る情報提供につい
ては、デジタル技術を駆使した提供
体制（動画配信を中心とした「いつ
でも」「どこからでも」必要な情報
を得られるような体制）へ移行する
こととなったため、これまで税務署
主催で実施していた年末調整説明
会については、令和3年以降は実施
しないこととなりました。
　なお、年末調整で必要な諸用紙に
ついては、国税庁ホームページなど
から入手が可能です。また、諸用紙
をパソコンやスマートフォンで作
成できる「年末調整控除申告書作成
用ソフトウェア」も併せて活用して
ください。
問合先　
泉佐野税務署（☎462-3471）

申
告
書
を
税
務
課
へ
提
出
す
る
と
と

も
に
、
法
人
税
割
額
と
均
等
割
額
の

合
計
額
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
赤
字
決
算
と
な
り
、
法
人
税
額
が
０

円
と
な
っ
た
場
合
も
、
均
等
割
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
申
告
と
納
付
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
申
告
義
務
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
申
告
書
の
提
出
が
な

い
場
合
、
未
申
告
法
人
と
し
て
調
査

し
、
そ
の
結
果
に
よ
り
「
決
定
」
の

行
政
処
分
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
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ゴールデン秋
問合先　自治振興課

　モンゴルでは7月中旬に行われる「ナーダム祭り」の後は秋
が訪れるという言い伝えがあり、朝と晩がより冷え込むように
なります。おいしい馬乳酒作りに最適な7～10月にかけて暦上
の良い日がたくさんあるので、結婚式や子どもの断髪式のシー
ズンとも言われます。遊牧民ならではの伝統文化がぎっしりと
詰まった結婚式が行われると、草原のあちらこちらで真新しい

白いゲルが立ちます（都会の場合は違います）。子どもの髪の毛を一定の年齢に切れば、一生、健康でいられる
というモンゴルの習慣があり、男の子は3歳と5歳の年に、女の子は2歳と4歳の年に盛大な断髪式を行います（お
相撲さんの断髪式のように来られたお客さん全員が子どもの髪の毛を少しずつ切り、プレゼントやお金を渡し、
最後には丸剃りしてしまいます）。
　木々の葉が黄色く変わり、「ゴールデン秋」と言われる美しい9月、全国各地で幼稚園から大学まで始まるので、
子どもや青年にとっては、クラスメイトに久しぶりに再会するドキドキの時期です。親にとっては学校の準備
から子どもの送迎などで多忙になります。
　モンゴルでは6～8月の短期間にしか栽培ができません。そして、だいたい9月中旬には初雪が降ってしまい
ます。一気に氷点下となる気温と競争しながら、農業地域では年に一度の大収穫期を迎えます。モンゴルの総

耕地面積は毎年異なりますが、2020年度は53万6600haから小麦、植物油、
ジャガイモ、野菜を収穫し、また干し草など飼料植物をサイロに貯蔵しました。
　トゥブ県は、国内需要の小麦30％、ジャガイモ65％、野菜26％、飼料植
物の57％を占めています。ちなみに、ウランバートルの北部180㎞に位置す
る私のふるさとツェール郡はトゥブ県の農業生産量の4
分の１を生産しています。ツェール郡では草原だけで
はなく、色とりどりの小麦畑、ジャガイモ畑、菜の花畑、
飼料植物畑が広がり、春と秋の町中で男性の姿が見え
ると、不思議に思うぐらい多忙なところです。

▶
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑

▶
小
麦
畑

◀
国
際
交
流
員
の
オ
ギ
ー

ССайн байна ууСайн байна уу
国際交流員オギー通信国際交流員オギー通信国際交流員オギー通信

（モンゴル語で「こんにちは」）（モンゴル語で「こんにちは」）（モンゴル語で「こんにちは」）
サイン バイノー！サイン バイノー！サイン バイノー！

今月のモンゴル語
（ナマル）：秋
（ノゴー）：野菜　

（トゥルスン ノタグ）：故郷

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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◆子育て支援課・健康推進課◆子育て支援課・健康推進課
（☎463-1212 Fax464-9314）（☎463-1212 Fax464-9314）

◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０
） 

診
療
科
目
：
小
児
科
・
内
科　
受
付
：
●
木
曜
日
（
小
児
科
の
み
）
…
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分 

●
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分 

●
日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分 

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

スタートの頃からの
離乳食講習会(予約制）

　新型コロナ感染症拡大のリスクを減らすため、離乳
食講習会の実施形態を変更し、個別相談会として開催
します。予約制で、保健師と栄養士に相談できます。
日時　10月28日㈭ 午後1時～3時　※１人30分
場所　次世代育成地域交流センター
定員　8組（先着順）
内容　離乳食・育児についての相談、赤ちゃんの計測
など
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課

乳児の結核予防接種（BCG）
日時　10月21日㈭ 午前9時30分～11時
場所　健診センター
対象　令和2年10月22日～令和3年5月22日生まれの
乳児
持ち物　予診票、BCG予防接種案内用紙（郵送済）、
母子健康手帳(忘れると接種できません）
問合先　健康推進課

児童手当（6～9月分）を
10月8日㈮に振り込みます

　転入、出生などで新たに手当の受給資格が生じた場
合は、事由が発生した月内または翌日から15日以内に、
できるだけ早く認定請求をしてください。申請日の翌
月分からの支給となります。
問合先　子育て支援課
※公務員は勤務先へ

出張保育
　在園児や保育教諭と一緒に公園で遊びませんか。
日時　毎月第1月曜日（祝・休日除く）午前10時～11時
※天候などにより中止する場合あり
場所　湊公園（ルーテルこども園の海側）
対象　０～３歳
問合先　ルーテルこども園（湊3丁目13-11 ☎463-1436）
※申込不要、参加無料

お食事会(予約制）
～離乳食がうまく進まないと

悩んでいる人への教室～
　自分の子どもの食事を持参し、みんなで食事をし
ながら、食事について困っている事への対応策を考
えるお食事会です。
日時　10月20日㈬
　　　午前10時30分～11時30分
場所　健診センター
対象　１歳6ヵ月までの子どもと保護者
定員　5組（先着順）
持ち物　子どもがいつも食べている食事、スプーン
などの食具、お茶、母子健康手帳、食事に必要な物
など
申込・問合先　健康推進課
※会場では電子レンジを用意しています。食事会後、
個別相談もできます。

毎月19日は「食育の日」
　泉佐野市の郷土食を伝えていきましょう。
問合先　健康推進課

市こどもの居場所づくり事業
こども食堂

　みんなと一緒にご飯を食べたり、宿題をしたり、
安らぎを感じられるようなこどもの居場所を提供し
ます。また、月に一度「農業体験」を実施しています！
土に触れ、食べ物を育たり、採れた作物の試食をす
るなどの体験ができます。ぜひ、参加してください。
「うちカフェ」
日時　毎週、月・水・金曜日 午後3時～7時
【農業体験】　秋野菜の収穫を予定しています。
日時　10月16日㈯ 午後2時～4時
持ち物　水筒、軍手、帽子、マスク
いずれも
場所　うちカフェ（市場東2丁目326-7）
申込・問合先　サードプレイス（中村☎090-6238-
2345 eメール：info@the3rdplace.jp）
※事前に問い合わせてください。
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報報情情てて育育子子

提供・両方会員養成講座
　「子育ての支援を行う提供会員」になるには、すべての科目を修了する必要があります。受講できない科目
は、来年度の講座で補ってください。
※子どもの送迎だけを行う提供会員の場合は、①③⑦⑧⑨⑩のみを受講してください。
持ち物（④のみ）　新聞紙2枚、牛乳パック、ペットボトルの蓋2個、はさみ、ビニール袋
申込　月～金曜日 午前10時～午後4時に電話で
※受講無料。⑦のみ、人工呼吸実習用マスク代（300～400円）が必要。泉州南広域消防本部へは、近隣の
有料駐車場かコミュニティバス中回りを利用してください。

日時 内容 講師 場所

① 10月20日㈬ 午後1時30分～
3時30分 子どもの事故と対策 保健師（健康推進課） 次世代育成地域交流センター

② 10月21日㈭ 午後1時30分～
3時30分

自我の育ちの受け止め方、
乳幼児突然死への対策、
ヒヤリ・ハットの気づき

保育士（子育て支援課）のぞみこども園

③ 10月26日㈫ 午後1時30分～
3時30分

発達障がい児との
関わりについて 保育士（子育て支援課）次世代育成地域交流センター

④ 10月27日㈬ 午後1時30分～
3時30分 子どもの遊びと遊ばせ方 保育士（子育て支援課）のぞみこども園

⑤ 10月29日㈮ 午後1時30分～
3時30分

哺乳と食事・
食物アレルギー

管理栄養士
（子育て支援課）のぞみこども園

⑥ 11月5日㈮ 午後1時30分～
3時30分

代表的な疾病と
アレルギーへの対応

長田　亮さん
（長田医院医師）次世代育成地域交流センター

⑦ 11月8日㈪ 午前9時30分～
午後0時30分 救急救命講習Ⅲ（幼児）

救急担当
（泉州南広域消防本部）泉州南広域消防本部

⑧

11月10日㈬

午後1時～
1時45分

ファミリー・サポート・
センターについて

ファミサポ担当者 ファミリー・サポート・センター⑨ 午後2時～
2時45分

サポート時の心構え・
書類の取扱い方

⑩ 午後2時45分～ 面接および登録手続き

いずみさのファミリー・サポート・センター　いずみさのファミリー・サポート・センター　
申込・問合先申込・問合先　　☎463-3530☎463-3530（親子教室2階〔つばさ幼稚園跡〕）（親子教室2階〔つばさ幼稚園跡〕）

公開講座　普通救命講習Ⅲ（幼児版）
～緊急時・子どもの命を救えますか？～

　赤ちゃん・幼児を対象とした救急救命講習です。この機会にファミサポ提供会員と一緒に受講しませんか？
日時　11月8日㈪ 午前9時30分～午後0時30分
場所　泉州南広域消防本部　（近隣の有料駐車場かコミュニティバス中回りを利用してください。）
対象　小さい子どもがいる保護者・心肺蘇生に協力できる人
定員　10人（養成講座受講者以外の提供会員受講優先）
講師　泉州南広域消防本部 救急担当
参加費　人工呼吸実習用マスク代（300～400円）
持ち物　筆記用具　※服装は動きやすいもので
申込・問合先　10月18日㈪以降の月～金曜日 午前10時～午後4時に電話で

いずみさのファミリー・サポート・センターへの入会
●子育て中にお手伝いが必要になった時に備えて、ぜひ入会登録してください。登録は無料です。
※お手伝いは有償です。詳しくは、問合せてください。
●入会登録手続きは、市役所3階子育て支援課、ファミサポ開催講座会場でも出来ます。
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スポーツ推進課（J:COM末広体育
館［市民総合体育館］内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。

市
民
競
技
大
会

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

開
催
日

11
月
23
日
㈷

場
所　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
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広
体
育
館

（
市
民
総
合
体
育
館
）

参
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資
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・
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加
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０
０
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月
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日
㈯
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の
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込
用
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に
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ツ
推
進
課
へ

※
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協
会
関
係
者
は
各

団
体
代
表
者
へ

【遊泳時間】
①大人…午前9時～午後8時45分　②中学生…午前9時～午後7時　③身長120㎝以上の小学生…正午～午後5時
※①②の学校水泳日は正午から。身長120cm未満の小学生・未就学児が遊泳する場合、保護者（18歳以上）が
一緒に入水してください。小人（3歳～中学生）は保護者（18歳以上）が一緒に入水する場合は午前9時～午後
8時45分で遊泳可能です。スイミングキャップを必ず着用してください。入場制限を行なう場合があります。

【トレーニングジム初回講習会】 トレーニングジムをはじめて利用する人は受講してください。
時間　午前11時～正午、午後7時～8時
定員　各2人（先着順）
料金　620円
※料金はトレーニングジム利用料含む。事前に予約が必要。障害者・介助者も初回講習会は有料です。

【Ｊ:COM末広体育館会議室・健康増進センター研修室をご活用ください！】 
各種スポーツ団体・グループや、企業の研修会・勉強会・ミーティングの場として、少人数から約120人まで
利用可能です。
時間　午前9時～午後9時（2時間単位）
料金　●Ｊ:COM末広体育館会議室…半面：1,350円、全面：2,700円
　　　●健康増進センター研修室 …半面：1,850円、全面：3,700円

J:COM末広体育館（市民総合体育館）・健康増進センターをご利用ください！
問合先 健康増進センター
（☎469-1000 Fax469-6666 http://www.izumisano-c.jp/kenko/）

利用者 プール トレーニング ランニング 
一般

（高校生以上）
1回 620円

（月極6,200円）
1回 410円

（月極4,100円） 1回 210円

高齢者（60歳以
上の市内在住者） 1回 310円

（月極 3,100円）

1回 210円
（月極 2,100円）
※小学生以下利

用不可

1回 110円
3歳～中学生

※障害者手帳を持っている人は無料です。表示料金はすべて税込です。

種目・部門 優　勝 準優勝 3　位

軟式野球 Kホークス マッド 半田クラブ

テ
ニ
ス

一般男子 東出・蔵野 畑中・小栗 古市・辻

一般女子 尾藤・義本 久内・松山 清水・宮崎

壮年男子 辻野・森 菊・松本 貝口・上野

壮年女子 梶川・森下 畑中・藤村 地道・大窄

令和3年度 市民競技大会結果（敬称略）
問合先　スポーツ推進課

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。

◎法律相談【予約制】
火曜日（第4火曜日のみ翌水曜日）
13:00～16:45（同じ内容は年度内に1回限り）
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:05（同じ内容は年度内
に1回限り）
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日
・人権推進課 
　8:45～17:15
・南部市民交流センター本館（☎466-6464）
　9:00～17:00
・北部市民交流センター本館（☎464-5726）
　9:00～17:30
・まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
　8:45～17:15
・（公社）泉佐野市人権協会（☎458-7444）
　9:00～16:30
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権
推進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　人権推進課
◎女性のための面接相談【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてくだ
さい。夜間相談あり
申込・問合先　人権推進課

月～金曜日 10:15～15:30
●シャイン（☎464-0300）
月～金曜日 10:15～15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～15:00
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎心配ごと相談
●月曜日（第4月曜日除く） 13:00～15:30
社会福祉センター 2階健康相談室
●第4月曜日　シャッピーハウス（佐野公民館隣）
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎464-2259）
◎福祉総合相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター1階（問合先：基幹包括支援セ
ンターいずみさの ☎464-2977 Fax462-5400）
◎赤ちゃん相談【予約制】
第3水曜日 9:30～11:00
健診センター（問合先：健康推進課）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00（問合先：健康推進課）
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
※当面保健所では休止しています。実施医
療機関は、府ホームページをご覧ください。
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（希望者には梅毒即日検査
も実施・匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:30～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

◎経営相談【予約制】 
6月～来年2月の第1・3火曜日または第2・4
火曜日 13:00～17:50　消費生活センター
（問合先：まちの活性課 ☎469-3131）
◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
問合先　消費生活センター（☎469-2240）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00
◎行政書士相談（相続・遺言など）【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎国民健康保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く） 
17:30～20:00（受付は19:30まで）　
問合先　国保年金課
◎後期高齢者医療保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く）
17:30～20:00（受付は19:30まで）　
問合先　国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 8:45～17:15
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 8:45～17:15
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
すえひろこども園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 8:45～17:15 子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎447-7312）

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

偽警告表示 プリペイド型電子マ
ネーで支払わせる手口に注意

【
事
例
】　

突
然
、
警
告
が
パ
ソ
コ
ン
画

面
い
っ
ぱ
い
に
表
示
さ
れ
た
。
慌
て
て

表
示
さ
れ
た
連
絡
先
に
電
話
す
る
と

「
パ
ソ
コ
ン
が
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
緊

急
を
要
す
る
。
電
話
を
切
ら
ず
に
プ
リ

ペ
イ
ド
型
電
子
マ
ネ
ー
で
２
万
円
を
支

払
え
」
と
指
示
さ
れ
た
。
す
ぐ
に
コ
ン

ビ
ニ
で
２
万
円
分
購
入
し
、
番
号
を
伝

え
た
が
「
番
号
が
間
違
っ
て
い
る
。
再

度
２
万
円
分
購
入
し
て
き
て
」
と
言
わ

れ
、
再
度
購
入
し
番
号
を
伝
え
た
。
翌

日
「
さ
ら
に
２
万
円
支
払
え
ば
４
万
円

返
金
す
る
」
と
意
味
の
分
か
ら
な
い
こ

と
を
言
わ
れ
た
。（
60
歳
代
女
性
）

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
プ
リ
ペ
イ
ド
型
電
子
マ
ネ
ー
（
以

下
「
電
子
マ
ネ
ー
」
と
い
う
。）
で

の
支
払
い
を
指
示
す
る
詐
欺
的
な
手

口
と
し
て
「
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
突
然
偽
の
警
告
画
面
を
表

示
し
て
慌
て
さ
せ
連
絡
さ
せ
る
」
と

い
う
も
の
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

●
カ
ー
ド
番
号
だ
け
で
利
用
で
き
る

電
子
マ
ネ
ー
は
、
番
号
を
一
度
相
手

に
伝
え
て
し
ま
う
と
お
金
を
取
り
戻

す
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。
絶
対

に
番
号
を
伝
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

●
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
信
頼
で
き
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
お
く

な
ど
の
対
応
を
行
い
、
見
慣
れ
な
い

警
告
画
面
の
指
示
に
従
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

●
パ
ソ
コ
ン
の
状
態
が
心
配
な
場
合

は
、（
独
）
情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ

Ｐ
Ａ
）
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
安
心

相
談
窓
口
に
相
談
し
た
り
、
Ｉ
Ｐ
Ａ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
た
り

し
ま
し
ょ
う
。

　困った時は、消費生活セン
ターに相談してください。

▲イラスト：黒崎　玄

▶
参
考
：（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

「
見
守
り
新
鮮
情
報　

第
３
８
８
号
」
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「
十
二
谷
池
と
祭
文
〜
風
水
と
水
・
土
の
ま
じ
な
い
〜
」

 日本遺産・中世日根荘を巡る㉗
～旅引付編（11）「土丸・雨山城跡（前編）」～

「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が伝
えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを構
成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

◀政基公旅引付
※旅引付の写真
は、歴史館いず
みさの所蔵の複
製を使用（原本
は宮内庁書陵部
所蔵）

　土丸・雨山城は、城ノ山とも呼ばれる土丸山（写真右）と、熊取町の
雨山（写真左）のふたこぶの山頂付近に築かれた中世城郭です。紀州と
和泉を結ぶ往還道に位置し、戦略上重要な場所として長期にわたり一つ
の山城として機能したことがわかってきたので、現在は土丸城と雨山城
の２つをまとめて、「土丸・雨山城跡」と呼んでいます。
　鎌倉時代から戦国時代まで続いた九条家の荘園「日根荘」については、
『九条家文書』や絵図、『政基公旅引付』などの資料の記録と、寺社やた

め池、水路など現在も残るものの多くが一致することから、16ヵ所の地点が「日根荘遺跡」
として国史跡に指定されています。「土丸・雨山城跡」も、日根荘の人びとの営みと密接
な関わりがある中世山城として、平成25（2013）年に国史跡に追加指定されました。
　山頂の尾根筋、谷筋など大きく４つのエリアで、南北朝期から戦国期（1300～1600
年頃）にかけての城郭に関わる遺構が残されています。一番上の曲輪には龍王社が祀られ、
東側斜面には武者隠しが見られます。雨山側には千畳敷や龍神の井戸が残されている他、
山頂に雨山龍王社が建てられ、大森神社（熊取町）が管理をされています。両城ともに
古くから雨乞い信仰の山としても、地域に愛され続けてきました。（つづく）

土丸・雨山城跡

▲十二谷池から日根野高校を望む

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

【訂正】広報9月号18
ページに掲載の「日本
遺産・中世日根荘を巡
る㉖」の中で誤りがあ
りましたので下記のと
おり訂正します。
（誤）「如意論観音像」
（正）「如意輪観音像」

18広報いずみさの 令和3年10月号

い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
310
回

レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、毎月最終木月曜日、毎月最終木
曜日（いずれも祝日の場合は曜日（いずれも祝日の場合は
開館し、その翌日が休館）開館し、その翌日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

　

今
回
は
10
月
９
日
㈯
よ
り
開
催

の
歴
史
館
い
ず
み
さ
の
秋
季
特
別

展
「
い
の
り
よ
、
と
ど
け
〜
泉
佐
野

の
信
仰
資
料
」
に
関
連
し
て
、
十
二

谷
池
修
築
の
際
に
作
ら
れ
た
古
文

書
か
ら
池
に
込
め
ら
れ
た
人
々
の

願
い
を
紹
介
し
ま
す
。

　

古
く
か
ら
日
根
野
地
域
を
潤
し

て
き
た
十
二
谷
池
は
、
正
和
５

（
１
３
１
６
）
年
に
作
成
さ
れ
た
「
日

根
荘
日
根
野
村
荒
野
開
発
絵
図
」
に

「
住
持
谷
池
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
後
期
に
は

十
二
谷
池
が
築
か
れ
、
周
囲
の
田
畑

を
潤
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
永
享
３
（
１
４
３
１
）
年
に

は
、
日
根
野
村
・
井
原
村
・
檀
波
羅

蜜
寺
村
の
間
で
十
二
谷
池
の
水
に

関
す
る
契
約
を
結
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
同
年
ま
で
に
十
二
谷
下
池
が

築
か
れ
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
嘉
吉

元
（
１
４
４
１
）
年
に
は
、
十
二
谷

池
で
修
築
が
行
わ
れ
て
お
り
、
地
鎮

祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
鎮
祭
で

は
、
神
仏
へ
捧
げ
る
祭
文
が
作
成
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
応
永
26

（
１
４
１
９
）
年
か
ら
修
築
さ
れ
た

こ
と
、「
井
溝
」（
井
川
の
こ
と
か
）

を
再
興
し
た
こ
と
、
様
々
な
人
が
協

力
し
た
こ
と
な
ど
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
祭
文
は
、
祝
師
檀
波
羅
蜜
寺

僧
宣
照
房
に
よ
り
作
ら
れ
、
地
鎮

祭
で
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
祭
文

は
、
神
仏
へ
捧
げ
ら
れ
る
も
の
で
、

元
々
は
仏
教
・
密
教
、
中
国
伝
来
の

は
修
築
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
風
水
は
陰
陽
師
が
得
意
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
一
般
に
は
秘

匿
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
祭
文
の
作

成
は
檀
波
羅
蜜
寺
の
祝
師
（
呪
い

師
兼
芸
能
者
の
こ
と
）
が
担
当
し

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
陰
陽

道
や
修
験
道
の
知
識
に
詳
し
い
者

が
泉
佐
野
の
市
場
付
近
に
も
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
も
か
く
、

十
二
谷
池
は
、
方
角
の
運
勢
を
調

べ
、
神
道
・
仏
教
・
修
験
道
・
陰

陽
道
な
ど
様
々
な
信
仰
で
祀
ら
れ

た
神
仏
へ
池
の
安
泰
を
願
い
な
が

ら
作
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。

祭
祀
な
ど
で
読
ま
れ
ま
し
た
。
中
世

に
お
い
て
は
神
道
の
祝
詞
に
値
し

ま
す
。
記
さ
れ
る
神
仏
の
名
前
は
、

作
成
者
が
求
め
る
ご
利
益
で
変
化

し
、
雨
乞
い
で
あ
れ
ば
竜
王
や
竜

女
、
水
神
、
高　

　　　　　

な
ど
の
神
仏
の
名

を
記
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
祭
文
に

記
さ
れ
た
神
仏
の
名
前
か
ら
、
十
二

谷
池
を
修
築
し
た
当
時
の
人
々
が

求
め
た
ご
利
益
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

実
際
に
神
仏
の
名
前
を
拾
い
上

げ
る
と「
内
海
外
海
竜
王
竜
女
」「
土

公
水
神
」「
善
女
竜
王
」「
南
斗
北
斗
」

「
山
神
護
法
八
百
万
代
神
達
」「
五
帝

龍
王
」
な
ど
密
教
、
修
験
道
、
陰
陽

道
な
ど
の
神
仏
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
祭
文
を
読
み
上
げ
た
後
に

は
中
臣
祓
が
行
わ
れ
て
お
り
、
神
仏

習
合
時
代
の
祭
祀
の
特
色
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。
更
に
祭
文
に
は
「
た

と
え
金
神
七
殺
禍
害
絶
命
土
公
五

王
遊
行
方
た
る
と
雖
も
四
神
相
応

を
鑒
ず
地
に
御
座
す
」
と
あ
り
ま

す
。
金
神
は
暦
と
方
位
の
神
様
で
、

甲
己
の
年
で
あ
れ
ば
午
未
申
酉
に

居
る
と
い
う
よ
う
に
年
の
十
干
で

居
る
方
角
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
神

は
居
る
方
角
が
一
年
大
凶
に
な
る

と
い
う
も
の
で
す
の
で
、
方
違
を
し

た
り
し
て
そ
の
方
角
を
避
け
ま
し

た
。
四
神
相
応
は
、
玄
武
・
青
龍
・

朱
雀
・
白
虎
が
東
西
南
北
を
守
護

し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
す
の
で
、

十
二
谷
池
は
、
東
西
南
北
の
運
勢
を

調
べ
た
う
え
で
築
か
れ
た
、
あ
る
い



毎
年
10
月

が
ん
検
診
受
診
率
50
％
達
成

集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

　

国
民
の
２
人
に
１
人
が
「
が
ん
」

に
な
り
、
３
人
に
１
人
が
「
が
ん
」

で
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

検
診
を
受
け
て
、
が
ん
を
早
期
発

見
し
ま
し
ょ
う
。

※
受
診
の
時
期
は
、
感
染
症
の
流
行

状
況
や
自
身
の
体
調
を
ふ
ま
え
て
判

断
し
て
い
た
だ
き
、
個
別
医
療
機
関

で
検
診
の
際
は
、
必
ず
事
前
に
各
実

施
医
療
機
関
へ
確
認
の
う
え
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
推
進
課

長
寿
者
祝
賀
行
事

【
90
歳
祝
賀
】

　

市
内
に
居
住
す
る
満
90
歳
を
迎
え

ら
れ
た
人
に
祝
品
を
郵
送（
10
月
中
）

に
て
お
贈
り
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
昭
和
５
年

10
月
２
日
〜
昭
和
６
年
10
月
１
日
生

ま
れ
の
人

【
１
０
０
歳
祝
賀
】

　

市
内
に
居
住
す
る
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
る
人
に
お
祝
い
状
、
祝
品
を

郵
送
（
10
月
中
）
に
て
お
贈
り
し
ま

す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
大
正
10
年

４
月
１
日
〜
大
正
11
年
３
月
31
日
生

ま
れ
の
人

※
市
長
訪
問
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課　

※
申
込
不
要

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

こどものインフルエンザ予防接種費用の一部助成
実施期間　10月15日㈮～12月31日㈮（もしくは各指定医療機関の年内最終診療日
まで）　※実施期間を過ぎると、費用は全額自己負担
対象　接種日に市内に住民登録があり、生後6ヵ月以上から15歳に達する日の属す
る年度末までの間にある市民　※令和3年度は平成18年4月2日以降に生まれた人で
接種当日、生後6ヵ月以上の市民が対象
助成額　1回につき上限1,500円　
接種回数　
●接種当日13歳未満…実施期間中2回まで
※2～4週間の間隔をあけて2回目を接種してください。（免疫
効果を考慮すると3～4週間おくことが望ましいといわれていま
す。）また、1回目の接種時に12歳であった人が、2回目の接種時
に13歳以上となった場合に限り、2回目の接種も公費助成の対象
●接種当日13歳以上…実施期間中1回
助成方法　接種時に指定医療機関で母子健康手帳と申請書兼委任
状（指定医療機関窓口に設置）を提出し、本来の接種費用から
1,500円を引いた金額を医療機関で支払ってください。
持ち物　母子健康手帳、乳幼児医療症、健康保険証など本人確認
ができるもの
場所・申込　直接、指定医療機関に予約してください。指定医療
機関など、詳しくは健康推進課ホームページをご覧ください。

【注意事項】　
　子どものインフルエンザ予防接種は、任
意予防接種です。ワクチン接種の効果およ
び副反応などについて、医師より説明を受
け、よく理解したうえで接種してください。
　ワクチンの接種により入院が必要な程度
などの健康被害が出た場合、法律などに基
づく救済を受けることができますが、予防
接種法に基づく救済と給付額などが異なり
ますので、ご注意ください。

　インフルエンザと新型コロナウイルス感染症の同時流行を防止するため、予防接種を受け
ましょう。今年度は、6ヵ月～15歳および65歳以上の市民を対象に、インフルエンザ予防接種
を19～21ページのとおり実施します。また、感染症予防にはひとり一人の「感染拡大防止の
ポイント」（20ページ）の実践がとても重要です。感染症対策に努めましょう。

問合先　健康推進課

インフルエンザや新型コロナウイルスなどのインフルエンザや新型コロナウイルスなどの
感染拡大を防止しましょう感染拡大を防止しましょう
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高齢者肺炎球菌予防接種
公費の実施期間・回数　来年3月31日㈭までに1回接種
対象　本市に住民登録があり、下記①②のいずれかに該当し、自らの意思と責任において接種を希望する人
※公費で接種歴のない下記の令和3年度対象の人へ5月に案内ハガキを送付しています。（接種する際に、本案
内ハガキの提出が必要です。ハガキがない人は、指定医療機関か健康推進課へ問い合わせてください。）案内ハ
ガキが届いた人でも、自費も含め接種歴がある人は対象となりません。
①令和3年度に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる人（下表参照）
②接種当日60～64歳で、心臓・腎臓・呼吸器の機能に自己の身
辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害、またはヒト免
疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な
程度の障害を有する人（該当の機能障害で身体障害者手帳1級所
持または相当程度の人）
※脾臓を摘出した人、公害認定者などは、医療保険などの対応と
するか接種医と相談してください。
自己負担金　4,000円　※減免制度あり（「高齢者インフルエンザ
予防接種」と同様）
持ち物　健康推進課より送付のハガキ、健康保険証・医療証など
本人確認ができるもの、身体障害者手帳など（②のみ）
※説明書や予診票は、指定医療機関にあります。
場所・申込　直接、21ページの指定医療機関へ

高齢者インフルエンザ予防接種
公費の実施期間・回数　
10月15日㈮～12月31日㈮の間に1回接種（もしくは各指定医療機関の年内最終診療日まで）
※インフルエンザに対する抵抗力がつくまでに2週間程度かかるとされていますので、ご自身の体調をふまえ
て接種してください。実施期間を過ぎると、費用は全額自己負担となります。
対象　本市に住民登録があり、下記のいずれかに該当し、自らの意思と責任で接種を希望する人
①接種当日65歳以上の人
②接種当日60歳～ 64歳の人で、心臓・腎臓・呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される
程度の障害、またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有す
る人（該当の機能障害で身体障害者手帳1級所持または相当程度の人）

自己負担金　1,000円　※減免制度あり
減免制度　※接種前の申請が必要です。
●市民税非課税世帯に属する人には自己負担金免除券を発行しますので、事前
に健康推進課へ本人確認ができるものを持参して申請してください。
※自己負担金免除券は、接種の際に直接指定医療機関へ提出してください。
●生活保護法による被保護世帯に該当する人は、生活保護受給者証明書の原本
などを接種の際に直接指定医療機関へ提出してください。
持ち物　健康保険証・医療証など本人確認ができるもの、身体障害者手帳など
（②のみ）
※説明書や予診票は、指定医療機関にあります。
場所・申込　直接、21ページの指定医療機関へ

65歳：昭和31年4月2日～昭和32年4月1日生

70歳：昭和26年4月2日～昭和27年4月1日生

75歳：昭和21年4月2日～昭和22年4月1日生

80歳：昭和16年4月2日～昭和17年4月1日生

85歳：昭和11年4月2日～昭和12年4月1日生

90歳：昭和6年4月2日～昭和7年4月1日生

95歳：大正15年4月2日～昭和2年4月1日生

100歳：大正10年4月2日～大正11年4月1日生

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

【感染拡大防止のポイント】
●手洗いや咳エチケットなどを徹底しましょう
●「換気の悪い密閉空間」「多数が集まる密集場所」
 「間近で会話や発声をする密接場面」を避けましょう
●人との間隔はできるだけ2m（最低でも1m）あけま
 しょう
●マスクは着用しましょう（症状がなくても着用しま
 しょう）
●多人数での会食や飲み会を避けましょう

インフルエンザやインフルエンザや
新型コロナウイルスなどの新型コロナウイルスなどの
感染拡大を防止しましょう感染拡大を防止しましょう
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高齢者インフルエンザ・高齢者肺炎球菌 
予防接種指定医療機関（10月1日現在）

町 名 名　称 電話番号 インフル
エンザ

肺炎
球菌

葵 町つじもとクリニック 469-2080 〇 〇

市場西 たかやまクリニック 462-7778 〇 〇

市場南 長田医院 461-1500 〇 〇

上 町

あらい耳鼻咽喉科 462-3387 〇 〇

泉本医院 469-3181 ー 〇

小西胃腸科内科医院 469-6619 ○ ○

白井内科クリニック 462-1877 〇 〇

中野クリニック 464-0021 ○ ○

やました耳鼻咽喉科
クリニック 462-3341 〇 〇

大 西

聖愛クリニック 462-0550 〇 〇

谷口病院 463-5540 〇 ー

西田医院 462-3356 〇 〇

大 宮西田外科・内科 462-8725 〇 〇

上瓦屋

青松記念病院 463-3121 〇 〇

泉南藤井病院 464-6466 〇 〇

新山診療所 462-7452 ー 〇

上之郷 上之郷診療所 429-9090 〇 〇

佐野台 矢頃クリニック 463-1018 〇 〇

下瓦屋 中西脳神経外科・内科 462-2358 〇 〇

新安松 浅井クリニック 466-0122 〇 〇

高松北 上仁上田クリニック 462-3458 〇 〇

高松南 梶野医院高松診療所 469-6633 〇 〇

鶴 原

おおうら整形外科 464-5841 〇 〇

小笠原医院 462-0268 〇 〇

長澤医院 462-2443 〇 〇
なかつか整形外科

リハビリクリニック 469-1300 〇 〇

東佐野病院 464-8588 ○ 〇

ひがしの耳鼻咽喉科 464-8741 〇 ー

三好医院 463-6911 〇 ○

町 名 名　称 電話番号 インフル
エンザ

肺炎
球菌

中 庄
大野外科胃腸科 464-0302 〇 〇

ゆたかクリニック 463-7725 〇 〇

長 滝

釈迦戸医院 465-4180 〇 〇

田中医院 466-6800 〇 〇

樽谷医院 466-1180 〇 〇

中 町佐野記念病院 464-2111 〇 〇

羽倉崎
石井クリニック 447-5565 〇 〇

羽原病院 466-3881 〇 〇

羽倉崎上町 平野医院 465-4668 〇 〇

日根野

ありた整形外科 467-3051 〇 〇

泉屋内科クリニック 467-3222 ー 〇

えびすのクリニック 450-0380 〇 〇

大植医院 450-2820 〇 〇

中川クリニック 461-1302 〇 〇

中山医院 468-0303 〇 〇

平松診療所 468-2481 〇 〇

本 町武井医院 462-7755 〇 〇

湊
泉佐野優人会病院 462-2851 〇 〇

ひがきクリニック 487-8343 〇 〇

南中樫井 樫井診療所 466-8661 〇 〇

南中安松 やすい耳鼻咽喉科 493-3960 〇 〇

りんくう
往来北

リョーヤコマツクリニック 463-7003 〇 〇

りんくうタウンクリニック 460-1122 〇 〇

若宮町 山田外科医院 462-3106 〇 〇

　いずれの予防接種も直接、指定医療機関に予約
してください。
　指定医療機関以外で接種される場合は、必ず事
前に健康推進課へ問い合わせてください。

※熊取町、田尻町、泉南市、阪南市、岬町でも接種できる医療機関がありますので、希望する場合は
健康推進課へ問い合わせてください。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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学 校 園 紹 介

「
読
書
の
す
す
め
」
の
す
す
め

　大木小学校では、地域の環境を生かした体験学習を
行っています。どの活動も多くの人に協力していただ
くことで、行うことができています。
【ワラビ採り】大木には、ワラビ
が自生している場所があり、そ
こで毎年全校児童でワラビ採り
を行っています。子どもたちは、
食べられるワラビを見分けなが
ら採り、採ったワラビはあく抜
きをして、ワラビご飯などにし
て食べています。

【川たんけん】大木小学校のすぐ
近くを流れている川で年2回、川
の生き物を観察する活動を行っ
ています。現在、川たんけんで
見つかったシマヨシノボリやド
ジョウを小学校で飼っています。

【大木たんけん】1～6年生の縦割り班で、大木地区の
史跡や自然を見て回る活動を行っています。大木地区
は日本遺産にもなっており、その歴史にふれたり、大
木の自然を感じながら歩いたりして、大木について学
んでいます。
　これらの他にも「春みつけ」
や「サツマイモ植え」「ジャガ
イモ掘り」「田植え体験」など、
多くの活動を地域のみなさんの
協力のもと行っています。

　上之郷小学校は、自分たちの学
校を自分たちでつくっていこうと
いう気風にあふれています。
　その成果が認められて、昨年度
末には、「こころの再生」府民運動
で大阪府から表彰を受けました。
その活動は今年度「しあわせの木
プロジェクト」として引き継がれました。

　今年度も感染症対策のため、予定
されていたいくつかの行事が中止さ
れています。そんな中、児童会の役
員さんたちは、全校のみんなが参加
できて、笑顔になれる活動を考え、
「しあわせの木プロジェクト」を実
現しました。
　これは、全校のみんなに葉っぱの
形をしたカードを配布し、メッセー

ジを書いてもらい、木を作る活動です。「コロナがお
ちついたら、いろんなところに行きたい」「修学旅行
に行けますように」「医者になって、いろんな命を守る」
などすてきなメッセージが寄せられました。
　どんな状況の中にあっても、
自分たちの学校は自分たちで
楽しくするという気持ちが集
まる「みんなの学校」、それが
わたしたち上之郷小学校です。

問合先
学校教育課

地域と共に学ぶ
～大木小学校～

みんなでつくる みんなの学校
～上之郷小学校～

　

読
書
は
、子
ど
も
が
言
葉
を
学
び
、

知
識
を
得
て
、
感
性
を
磨
き
、
表
現

力
を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か
な
も
の

に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力

を
身
に
着
け
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

今
年
６
月
に
市
内
全
小
・
中
学
校

で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
平
日
に
読
書
を
全
く
し
な
い

と
い
う
子
ど
も
は
小
学
６
年
生
で

29
％
、
中
学
３
年
生
で
49
％
に
上
り

ま
す
。

　

読
書
と
い
う
と
、
小
説
や
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
読
む
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
図
鑑
、
好
き
な

ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
な
ど
に
関
す
る
本

を
読
む
こ
と
も
読
書
と
言
え
ま
す
。

　

子
ど
も
に
よ
っ
て
興
味
を
も
つ
本

や
読
む
力
は
様
々
で
す
。
本
を
読
む

き
っ
か
け
、
本
と
触
れ
合
う
機
会
を

作
っ
て
い
く
た
め
に
、
ま
わ
り
の
大

人
が
、
子
ど
も
の
こ
れ
ま
で
読
ん
で

き
た
本
や
好
き
な
本
を
聞
い
て
好
み

を
把
握
し
、
自
身
が
こ
れ
ま
で
読
ん

だ
本
の
中
で
よ
か
っ
た
も
の
を
紹
介

す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
子
ど
も
の
選
ぶ
本
を
否

定
せ
ず
、
自
主
性
も
認
め
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
す
。
読
む
数
が
増
え
た

ら
、
次
第
に
読
む
本
の
幅
が
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

市
内
の
各
小
・
中
学
校
で
も
、
子

ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め

に
、
選
書
や
配
架
、
読
み
聞
か
せ
な

ど
の
取
組
、
子
ど
も
た
ち
の
図
書
委

員
会
の
活
動
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

に
お
い
て
も
様
々
な
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、市
内
の
学
校
図
書
館
に
は
、

各
中
学
校
に
週
２
回
、
各
小
学
校
に

週
１
回
、
学
校
司
書
が
派
遣
さ
れ
て

い
ま
す
。
学
校
図
書
館
や
読
書
の
専

門
家
で
あ
る
学
校
司
書
か
ら
、
子
ど

も
に
合
っ
た
本
を
薦
め
て
も
ら
う
こ

と
も
可
能
で
す
。

　

今
年
も
、文
化
の
日
（
11
月
３
日
）

を
中
心
に
し
た
２
週
間
の
10
月
27
日

〜
11
月
９
日
に
読
書
週
間
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

秋
の
夜
長
に
、
大
人
も
子
ど
も
も

一
緒
に
読
書
を
す
る
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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視
覚
障
害
者
向
け　

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス　
利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
毎週月曜日、28日㈭は休館
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南・日根野公民館 図書室】
毎週月曜日、28日㈭は休館
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 長南公民館 図書室 ☎465-1101
日根野公民館 図書室 ☎468-0808 
【北部公民館図書室 ☎469-5171】
毎週日曜日、28日㈭は休館
利用時間　午前10時30分～午後6時

移動図書館 いちょう号巡回表
ステーション名 10月 11月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 10月 11月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 20日 17日

水

1時00分～2時00分 第一小学校 1日
22日 12日

金

1時00分～1時50分

長南小学校 20日 17日 2時20分～2時50分 府営鶴原中央住宅集会所 1日
22日 12日 2時20分～3時20分

上大木河原織布前 20日 17日 3時40分～4時10分 上瓦屋ちびっこ広場 1日
22日 12日 3時40分～4時30分

第三小学校 13日 10日 1時00分～2時00分 大木小学校運動場前 8日
29日 19日 1時10分～2時10分

第二小学校 13日 10日 2時20分～3時20分 府営長滝住宅集会所 8日
29日 19日 2時40分～3時10分

佐野台小学校東門 6日
27日 24日 1時00分～2時00分 府営佐野台住宅一斉清掃

ゴミ置き場前
9日
30日 20日

土

1時00分～1時45分

中央小学校 6日
27日 24日 2時30分～3時30分 府営泉ヶ丘住宅集会所 9日

30日 20日 2時00分～2時45分

上之郷小学校裏門 14日 11日

木

1時10分～2時10分 新家町会館 9日
30日 20日 3時00分～3時30分

安松町会館 14日 11日 2時30分～3時00分 貝田町会館 9日
30日 20日 3時40分～4時10分

北中小学校 7日 4日 1時00分～2時00分 樫井西町若宮神社境内 16日 6日
27日 1時15分～1時45分

西出町会館 7日 4日 2時30分～3時00分 府営羽倉崎住宅
中央集会所 16日 6日

27日 2時00分～3時00分

府営鶴原北住宅集会所 7日 4日 3時30分～4時00分 湊町会館 16日 6日
27日 3時30分～4時10分

日新小学校南門 15日 5日
26日

金

1時10分～2時10分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場

2日
23日 13日 1時20分～2時00分

野々地蔵町内会館 15日 5日
26日 2時30分～3時10分 いこらも～る泉佐野

臨時駐車場
2日
23日 13日 2時20分～3時50分

土丸長生会館 15日 5日
26日 3時30分～4時00分 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりす

る場合があります。

新着図書案内
【一般書】▶超速PC仕事術（木部智之）▶
雰囲気がいい人のやっていること（浦郷栄
二)▶大阪に来たらええやん!（坂本慎治）
【児童書】▶いろいろかえる（きくち　ちき）
▶なんだこれは（横山寛多）▶自分のミラ
イの見つけ方（児美川孝一郎）
※上記以外の新着図書については、問い合
わせてください。

おはなし会
　絵本の読み聞かせや手遊びなどをします。
日時　10月6日㈬・20日㈬、11月3日㈷ 
　　　午前11時～11時30分
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書
館 2階視聴覚室
※申込不要、参加無料 

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

バリアフリー映画会「ハンサム★スーツ」
　視覚や聴覚が不自由な人でも鑑賞できるよう、「音声ガイド」（副
音声）と「日本語字幕」が付いた映画です。どなたでも参加できます。
日時　10月16日㈯ 午後1時30分～（開場：午後1時10分～）
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
上映時間　115分
定員　30人（先着順）
協力　住友商事㈱
問合先　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館

（☎469-7130）
※申込不要、参加無料。配慮の必要な人は事前に連絡してください。
eメール（info@izumisano-library.jp）でも問い合わせできます。

日曜・祝日おはなし会
～おはなし会の玉手箱～

　絵本の読み聞かせや紙芝居などをします。
気軽に参加してください。
日時　10月17日㈰ 午後2時～3時

（開場：午後1時45分～）
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ
中央図書館 2階視聴覚室
出演　クローバー
定員　30人（先着順）
※申込不要、参加無料
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※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベ
ント

イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント
イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ン

【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南・日根野公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部市民交流センター本館、北部公民館　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後8時
●南部市民交流センター本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●南部市民交流センター青少年センター　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（毎月最終木曜日除く）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（祝日除く。日・月曜日が祝日の場合、火曜日は受付不可） 午前9時～午後5時15分

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

■
季
節
の
発
酵
食
料
理

〜
深
ま
る
秋
、

う
る
お
い
食
材
で
冬
支
度
〜

　

五
感
で
感
じ
る
秋
の
献
立
で
す
。
旬

の
食
材
に
発
酵
の
力
を
の
せ
て
体
と
心

に
う
る
お
い
を
。

日
時　

10
月
23
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

中
華
風
お
こ
わ
、
和
風
あ

ん
か
け
の
根
菜
バ
ー
グ
、
長
芋
の
も
ち

ト
ロ
焼
き
と
発
酵
味
噌
ダ
レ
、
ふ
わ
ふ

わ
う
ろ
こ
雲
ス
ー
プ
、
レ
ン
コ
ン
サ
ラ

ダ
、
お
か
ら
と
柿
の
白
あ
え
風

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

今
口
早
織
さ
ん
（
い
な
ほ
醸
し

人
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
買
う
前
に
楽
し
く
わ
か
る
！

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
講
座

　
「
興
味
が
あ
る
け
ど
よ
く
わ
か
ら
な

い
」「
自
分
に
必
要
？
」
な
ど
と
思
っ

て
い
る
人
に
電
源
の
入
れ
方
や
画
面
の

動
か
し
方
な
ど
、
買
う
前
に
知
っ
て
お

き
た
い
事
を
紹
介
し
な
が
ら
体
験
し
て

い
き
ま
す
。
受
講
者
に
１
人
１
台
貸
出

し
ま
す
。

日
時　

10
月
29
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー

申
込　

10
月
６
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
10
月
24
日
㈰

ま
で

※
受
講
無
料

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

■
水
彩
画
で
描
く
「
コ
ス
モ
ス
」

〜
透
明
水
彩
の
柔
ら
か
い
絵
の

世
界
に
触
れ
て
み
よ
う
〜

日
時　

10
月
29
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師  
仲
村
喜
代
さ
ん
（
佐
野
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

水
彩
絵
の
具
一
式
（
パ
レ
ッ

ト
、
筆
〔
小
筆
含
む
〕、
水
入
れ
）、
鉛

筆
、
消
し
ゴ
ム
、
定
規
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

申
込　

10
月
５
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
10
月
22
日
㈮

ま
で

■
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
講
座

〜
オ
レ
ン
ジ
ソ
ー
ス
の

ブ
ラ
ン
・
マ
ン
ジ
ェ
と
ク
ッ
キ
ー
〜

　

ブ
ラ
ン
・
マ
ン
ジ
ェ
は
フ
ラ
ン
ス
の

デ
ザ
ー
ト
で
す
。
見
た
目
は
白
い
ゼ

リ
ー
で
、
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ
や
バ
バ
ロ
ア

に
似
て
い
ま
す
。

■
パ
ン
づ
く
り
教
室

〜
生
地
作
り
か
ら
始
め
る

焼
き
カ
レ
ー
パ
ン
〜

　

他
に
お
楽
し
み
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま

す
。
講
師
が
完
成
さ
せ
た
生
地
を
使
用

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

10
月
30
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

下
方　

緑
さ
ん
（
生
涯
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
２
枚
、

三
角
巾
、
持
ち
帰
り
用
容
器
、
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド

申
込　

10
月
６
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
21
日
㈭
ま
で

文
化
・
教
養

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申
込　

10
月
５
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
16
日
㈯
ま
で

日
時　

11
月
12
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん
２
枚（
台

ふ
き
・
食
器
ふ
き
）、
三
角
巾
、
筆
記

用
具
、
持
ち
帰
り
用
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
持

ち
帰
り
用
容
器
（
20
㎝
角
程
度
）

申
込　

10
月
７
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
４
日
㈭
ま
で
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文
化
・
教
養

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

日
根
野
公
民
館☎

４
５
０・
３
９
０
０

Fax
４
６
８・
０
０
１
１

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

〜
お
花
を
活
か
し
て

日
常
生
活
に
潤
い
を
！
〜

日
時　

11
月
12
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

神
藤
ち
え
み
さ
ん
（
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
トC

lover

主
宰
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

花
ば
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

10
月
５
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
５
日
㈮
ま
で

■
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
の

ナ
チ
ュ
ラ
ル
リ
ー
ス
作
り

日
時　

11
月
19
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

石
崎
よ
し
み
さ
ん
（
日
本
メ
デ

ィ
カ
ル
ハ
ー
ブ
協
会 

ハ
ー
バ
ル
セ
ラ

ピ
ス
ト
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み
、
筆
記
用
具

申
込　

10
月
12
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
５
日
㈮
ま
で

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
初
め
て
の
浪
曲

〜
初
心
者
向
け
入
門
講
座
〜

日
時　

10
月
30
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

出
演

●
春
野
美
恵
子
さ
ん
（
浪
曲
師
）

●
三
原
麻
衣
さ
ん
（
浪
曲
師
）

●
藤　

初
雪
さ
ん
（
曲
師
：
三
味
線
）

申
込　

10
月
８
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
絵
手
紙 

体
験
講
座

〜
「
絵
の
あ
る
手
紙
を
送
る
こ
と
」
を

体
験
し
ま
せ
ん
か
？
〜

日
時　

11
月
４
日
㈭
・
11
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
（
全
２
回
）

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
） 

講
師　

野
口
博
美
さ
ん
（
日
本
絵
手
紙

協
会
公
認
講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

新
聞
紙
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ

申
込　

10
月
７
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
26
日
㈫
ま
で

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

中
央
図
書
館☎

４
６
９・
７
１
３
０

Fax
４
６
９・
７
１
３
１

■
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ミ
ニ
工
作
会

  

洗
濯
の
り
と
ホ
ウ
砂
を
使
っ
て
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
カ
ラ
ー
の
ス
ラ
イ
ム
を
作
り
ま

す
。
み
ん
な
で
グ
ル
グ
ル
ま
ぜ
て
楽
し

く
作
ろ
う
！　

日
時　

10
月
24
日
㈰

●
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
開
場
：
午
前
９
時
45
分
〜
）

●
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

（
開
場
：
午
後
１
時
45
分
〜
）

対
象　

小
学
生

※
保
護
者
の
付
添
い
可
・
小
学
生
の
み

の
参
加
可

定
員　

各
回
５
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

マ
ス
ク
、
飲
料
水
、
手
拭
き

用
タ
オ
ル

申
込　

10
月
12
日
㈫ 

午
前
９
時
30
分

以
降
に
電
話
で

※
参
加
無
料

■
土
曜
子
ど
も
シ
ア
タ
ー

「
お
じ
ゃ
る
丸 

マ
ロ
の
ゆ
か
い
な
世
界
」

日
時　

10
月
９
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

（
開
場
：
午
後
１
時
45
分
〜
）

上
映
時
間　

93
分

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料
。
毎
月
第
２

土
曜
日
に
子
ど
も
向
け
「
映
画
会
」
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

■
パ
パ
・
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

「
た
ま
に
は
食
べ
た
い
お
ふ
く
ろ
の
味
」

〜
身
体
に
良
く
、
飽
き
な
い
料
理
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

10
月
26
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

さ
ば
の
み
そ
煮
、
白
酢
和

え
、
の
っ
ぺ
い
汁
、
な
す
の
し
ぎ
焼
き
、

芋
も
ち

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

伊
崎
眞
弓
さ
ん
（
栄
養
士
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　

10
月
５
日
㈫
以
降
に
本
人
が
電

話
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル

は
10
月
19
日
㈫
ま
で

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室

　
「
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」

　

簡
単
だ
け
ど
濃
厚
で
美
味
し
い
ケ
ー

キ
で
す
。
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
と
他
に

一
品
作
り
ま
す
。
１
人
１
／
２
サ
イ
ズ

持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
１
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
容
器
（
直
径
15
㎝
の
ケ
ー
キ
）

申
込　

10
月
５
日
㈫
以
降
に
本
人
が
電

話
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル

は
10
月
25
日
㈪
ま
で

■
か
ん
た
ん
手
づ
く
り
講
座

「
干
支
の
タ
オ
ル
人
形
」

　

来
年
の
干
支
で
あ
る
〝
虎
〞
に
ち
な

ん
だ
飾
り
物
を
作
り
ま
し
ょ
う
！
壁
掛

け
、置
き
物
の
２
種
類
か
ら
選
べ
ま
す
。

日
時　

10
月
29
日
㈮

①
午
後
１
時
〜
２
時
（
壁
掛
け
）　

②
午
後
２
時
〜
３
時
（
置
き
物
）

※
両
方
参
加
可

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

﨑
山
壽
美
子
さ
ん

材
料
費　

①
２
０
０
円
、
②
１
０
０
円

持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
手
芸
用
ボ
ン
ド
、

は
さ
み
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

10
月
５
日
㈫
以
降
に
本
人
が
電

話
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル

は
10
月
22
日
㈮
ま
で

※各施設の受付時間は、24ページをご覧ください。

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

▲①壁掛け▲②置き物
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文
化
・
教
養

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

※各施設の受付時間は、24ページをご覧ください。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

■
あ
な
た
の
ニ
ャ
ン
or
ワ
ン
を
描
こ
う

　

〜
か
わ
い
い
猫
or
犬
の
似
顔
絵
を
描

い
て
あ
な
た
の
部
屋
に
飾
ろ
う
〜

　

新
た
な
趣
味
と
し
て
何
か
を
は
じ
め

て
み
た
い
人
、
一
度
デ
ッ
サ
ン
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？
ま
ず
は
、
身
近
な
猫

や
犬
の
絵
を
描
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
16
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

福
井
政
廣
さ
ん
（
泉
佐
野
市
生

涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
）

材
料
料　

３
０
０
円

※
額
の
サ
イ
ズ
は
約
45
㎝
×
約
32
㎝
×

奥
行
１
㎝

持
ち
物　

猫
or
犬
の
写
真
（
大
き
く

写
っ
た
雑
誌
や
写
真
な
ど
）鉛
筆
４
Ｂ
、

消
し
ゴ
ム
、
色
鉛
筆
、

申
込　

10
月
13
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
６
日
㈯
ま
で

■
シ
ニ
ア
向
け

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
講
座

　

実
際
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
触
れ
な

が
ら
、電
話
の
か
け
方
や
受
け
方
、メ
ー

ル
の
基
本
的
な
使
い
方
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
！

日
時　

10
月
27
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

こ
れ
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

購
入
予
定
の
人

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
本
亜
沙
美
さ
ん
（
ス
マ
ホ
教

室
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水
、
眼
鏡

（
必
要
な
人
）

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
全
員
に
貸
出
し

ま
す
。

申
込　

10
月
５
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
自
分
史
講
座

〜
あ
な
た
の
生
き
た
証
を

表
現
し
よ
う
！
〜

　
「
思
い
出
ノ
ー
ト
」
を
活
用
し
て
、

自
分
の
こ
と
、
親
・
き
ょ
う
だ
い
・
祖

父
母
の
こ
と
、
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

11
月
19
日
㈮
、
12
月
３
日
㈮
・

17
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
３
時
（
全
３
回
）

対
象　

全
回
受
講
で
き
る
人
優
先

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
塚
鞠
子
さ
ん
（
詩
人
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
思
い
出
ノ
ー
ト

（
お
持
ち
の
人
）、
飲
料
水
、
眼
鏡
（
必

要
な
人
）

※
思
い
出
ノ
ー
ト
を
お
持
ち
で
な
い
人

は
申
込
時
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

共
催　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
、
生
涯
学
習
課

申
込　

10
月
15
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　

※
受
講
無
料

■
癒
し
の
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
講
座

　

パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
は
、
絵
の
苦
手
な

人
で
も
簡
単
に
描
く
こ
と
が
で
き
、
描

く
過
程
の
中
で
今
の
自
分
に
気
付
き
、

心
が
解
放
さ
れ
ま
す
。
指
で
パ
ス
テ

ル
を
ぼ
か
す
事
で
、
そ
の
や
わ
ら
か
い

色
調
に
癒
さ
れ
る
の
も
特
徴
で
す
。
心

穏
や
か
に
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時　

11
月
12
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

は
ぎ
わ
ら　

え
り
さ
ん
（
パ
ス

テ
ル
和
ア
ー
ト
正
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

材
料
料　

８
０
０
円

※
フ
レ
ー
ム
は
含
み
ま
せ
ん
。

■
編
み
物
講
座

〜
幸
せ
を
呼
ぶ
フ
ク
ロ
ウ
の

ハ
ン
ド
ウ
ォ
ー
マ
ー
〜

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
活
躍
す
る
ハ
ン

ド
ウ
ォ
ー
マ
ー
を
編
み
ま
す
。
材
料
費

納
入
時
に
４
色
の
中
か
ら
希
望
の
色
を

選
べ
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日
㈬
・
24
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
２
回
）

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
下
初
子
さ
ん
（
ア
ト
リ
エ

H
atsu

主
宰
）

材
料
費　

７
０
０
円

持
ち
物　

20
㎝
位
の
短
め
の
棒
針
６

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ

申
込　

10
月
７
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
４
日
㈭
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、 

希
望
者
は
申
込
時
に

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
英
検
二
次
試
験
対
策
講
座

　

二
次
試
験
の
入
室
か
ら
退
室
ま
で
の

一
連
の
流
れ
を
つ
か
み
、
ス
コ
ア
ア
ッ

プ
の
コ
ツ
を
学
ん
で
、
最
後
に
は
実
際

に
質
疑
応
答
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

体
験
し
ま
す
。

日
時
・
内
容　

●
10
月
30
日
㈯
…
３
級

号
、
か
ぎ
針
５
号
、
縄
編
み
用
針
、
筆

記
用
具

申
込　

10
月
14
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
７
日
㈰
ま
で

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

●
11
月
６
日
㈯
…
準
２
級

い
ず
れ
も
午
後
３
時
15
分
〜
５
時
15
分

定
員　

各
８
人
（
先
着
順
）

講
師　

大
工　

毅
さ
ん
（
元
府
立
高
校

教
諭
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水
、
手
拭

き
用
タ
オ
ル

申
込　

10
月
12
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

26広報いずみさの 令和3年10月号



文
化
・
教
養

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館
・

北
部
公
民
館☎

４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
手
作
り
の
お
味
噌
で
お
正
月

〜
失
敗
し
な
い
白
み
そ
づ
く
り
〜

　

麹
作
り
や
大
豆
ペ
ー
ス
ト
な
ど
の
面

倒
な
作
業
は
す
べ
て
お
ま
か
せ
。
簡
単

で
失
敗
し
な
い
お
い
し
い
お
味
噌
を
作

り
ま
す
。
お
正
月
に
は
食
べ
ご
ろ
に
な

り
ま
す
。

日
時　

10
月
25
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

あ
ぐ
り
酵
房

■
飾
れ
る
お
手
紙

〜
会
え
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ

文
字
に
想
い
を
乗
せ
て
〜

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
会
い
た
い
人
に
な

か
な
か
会
え
な
い
日
々
、
あ
な
た
の
文

字
で
大
切
な
人
に
お
手
紙
を
書
い
て
み

ま
せ
ん
か
？
会
え
な
い
日
々
を
過
ご
し

て
い
た
大
切
な
人
に
飾
れ
る
お
手
紙
が

届
く
の
を
想
像
す
る
と
素
敵
で
す
ね
！

日
時　

10
月
25
日
㈪
、
11
月
１
日
㈪ 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
全
２
回
）

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

平
島
郁
子
さ
ん
（
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料　

８
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

申
込　

10
月
７
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
18
日
㈪
ま
で

■
包
む
と
結
ぶ
風
呂
敷
ラ
ッ
ピ
ン
グ

　

風
呂
敷
の
基
本
結
び
と
、
ア
レ
ン
ジ

結
び
を
学
び
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
谷
貞
子
さ
ん
（
ラ
ッ
ピ
ン
グ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
講
師
）

受
講
料　

２
０
０
円

持
ち
物　

風
呂
敷
、
ま
た
は
大
判
の
ハ

■
レ
ザ
ー
で
キ
ー
カ
バ
ー
と

ベ
ル
ト
ル
ー
プ
を
作
ろ
う

　

好
み
の
革
に
お
好
き
な
刻
印
を
入

れ
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
作
れ
ま
す
。

日
時　

11
月
５
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

谷
川
千
恵
子
さ
ん
（
北
部
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料　

１
，
７
０
０
円
（
材
料
費
含

む)申
込　

10
月
８
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
28
日
㈭
ま
で

■
40
代
か
ら
考
え
よ
う

〜
知
っ
て
お
き
た
い

老
後
の
備
え
と
保
険
〜

　

早
め
の
人
生
設
計
で
、
老
後
の
備
え

や
貯
蓄
を
増
や
す
方
法
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

日
時　

10
月
20
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

渡
邉
有
子
さ
ん
（
さ
ろ
ん
和
楽

主
宰
）

受
講
料　

２
０
０
円

申
込　

10
月
６
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
15
日
㈮
ま
で

材
料
費　

１
㎏
１
，
０
５
０
円
（
１
人

３
㎏
ま
で
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
み
そ
を
入
れ
る
容
器

申
込　

10
月
５
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
15
日
㈮
ま
で

ン
カ
チ
（
あ
れ
ば
複
数
枚)

申
込　

10
月
７
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
29
日
㈮
ま
で

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー

☎
Fax
４
６
９・
７
１
２
５

■
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓサ

イ
エ
ン
ス
・
キ
ャ
ン
パ
ス

〜
暗
闇
で
も
安
心
！

光
る
マ
イ
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
！
〜

　

蓄
光
塗
料
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
ど
う

し
て
光
る
の
か
な
？
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
に

蓄
光
塗
料
で
好
き
な
絵
を
描
い
て
Ｉ
Ｒ

Ｉ
Ｓ
の
お
姉
さ
ん
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

考
え
ま
し
ょ
う
！

日
時　

10
月
30
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

講
師　

大
阪
府
立
大
学 

理
系
女
子
大

学
院
生
チ
ー
ム
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ（
ア
イ
リ
ス
）

対
象　

小
学
生
と
保
護
者

定
員　

６
組
（
先
着
順
）

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
蛍
光
ペ
ン
６
本

■
法
律
か
ら
み
る

結
婚
と
は
？
離
婚
と
は
？

〜
女
性
弁
護
士
が

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
〜

　
「
結
婚
す
る
」と
い
う
こ
と
、ま
た「
離

婚
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
法
的
に
ど
う

い
う
こ
と
が
生
じ
る
の
か
？
わ
か
っ
て

い
る
よ
う
で
、
わ
か
っ
て
い
な
い
こ

と
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
か
？
女
性
弁
護
士

が
法
律
の
観
点
か
ら
「
結
婚
」「
離
婚
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

日
時　

11
月
11
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

女
性

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

矢
倉
昌
子
さ
ん
（
ア
ス
カ
法
律

事
務
所
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

申
込　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

セ
ッ
ト
（
あ
る
人
の
み
）

共
催　

大
阪
府
立
大
学 

女
性
研
究
者

支
援
セ
ン
タ
ー

申
込　

10
月
１
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
22
日
㈮
ま
で

※各施設の受付時間は、24ページをご覧ください。

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他
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文
化
・
教
養

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

各
種
文
化
・
教
養

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

時
間　
　
　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

②
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル
）

受
講
料　

各
２
，
５
０
０
円
（
材
料
費

含
む
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

開
催
日
の
3
日
前
ま
で
に
（
一

財
）
泉
佐
野
み
ど
り
推
進
機
構
り
ん
く

う
中
央
公
園
（
☎
４
６
９
・
３
３
３
２
）

へ
開
催
日

（
10
月
）

講 
座 
名 

①
16
日
㈯
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

②
19
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
６
・
１
７
４
５

Fax
４
６
６
・
１
７
７
９

■
ハ
ロ
ウ
イ
ン
お
菓
子
作
り

日
時　

10
月
30
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館

対
象　

小
・
中
学
生　
　
　
　
　
　
　

定
員　

11
人
（
先
着
順
）

講
師　

森
永
直
子
さ
ん

（bananashoku

堂
）

材
料
費　

３
０
０
円

申
込　

10
月
18
日
㈪
以
降
に
電
話
で
。

材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
10
月

28
日
㈭
ま
で

　

い
ず
れ
も
申
込
は
電
話
で
専
用
電

話
番
号
（
☎
４
４
９
・
４
７
６
０
）
へ

■
陶
芸
でク

リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
ろ
う
！

　

お
皿
、
お
椀
、
マ
グ
カ
ッ
プ
を
作
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
６
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

ら
い
ふ
ら
い
ん
ぷ
ら
ざ　

い
ず

み
さ
の
２
階

対
象　

小
・
中
学
生
と
保
護
者

※
子
ど
も
の
み
の
参
加
可
。
大
人
の
み

参
加
不
可
。
見
学
も
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

岩
橋
徳
治
さ
ん

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

申
込　

10
月
18
日
㈪
以
降
に
電
話
で
。

材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
10
月

28
日
㈭
ま
で

健　

康

健　

康

健
康
推
進
課

☎
４
６
３・
１
２
１
２

Fax
４
６
４・
９
３
１
４

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
（
予
約
制
）

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
家
族
の
た
め

に
、
助
産
師
に
よ
る
話
や
赤
ち
ゃ
ん
の

お
風
呂
の
入
れ
方
の
実
習
を
し
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈰ 

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
：
午
後
０
時
45
分
〜
）

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
飲
料
水
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
12
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
健

康
推
進
課
へ　

※
受
講
無
料

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
フ
ィ
ッ
ト
ネ
スKA

RA
TE

（
カ
ラ
テ
）

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
パ
ン
チ
や
キ
ッ
ク

と
い
っ
た
空
手
の
動
き
を
取
り
入
れ
、

健
康
増
進
、
脂
肪
燃
焼
、
ス
ト
レ
ス
解

消
を
目
指
し
ま
す
。

日
時　

10
月
24
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

対
象　

中
学
生
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

和
泉
匡
紀
さ
ん
（
長
南
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
代
表
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水
、
上
靴
、

軍
手
、
マ
ス
ク

※
服
装
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

申
込　

10
月
５
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
10
月
20
日
㈬

ま
で

※
受
講
無
料

■
リ
ン
パ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座　

〜
一
生
涯
、
健
康
的
に美

し
く
歩
こ
う
〜

　

 

筋
肉
を
ふ
わ
り
と
揺
ら
す
リ
ン
パ

セ
ル
フ
ケ
ア
を
行
い
、
骨
盤
・
体
の
歪

み
を
改
善
し
ま
す
。
自
然
治
癒
力
を
高

め
た
後
、
日
常
の
正
し
い
姿
勢
と
歩
き

方
を
お
伝
え
し
ま
す
。

日
時　

10
月
31
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
川
慶
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ラ
ピ
ス
ト
協
会

理
事 

リ
ン
バ
療
法
士
）

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め

の
バ
ス
タ
オ
ル
、
５
本
指
ソ
ッ
ク
ス
、

タ
オ
ル
、
飲
料
水
、
マ
ス
ク

※
服
装
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

申
込　

10
月
６
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
10
月
24
日
㈰

ま
で

※
受
講
無
料

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

　
（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
寿
命
を
延
ば

し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

10
月
25
日
㈪

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
雨
天
時
は
健
診
セ
ン
タ
ー
で
内
容
を

変
更
し
て
実
施

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
・
靴
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

※各施設の受付時間は、24ページをご覧ください。

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他
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文
化
・
教
養

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

■
ア
ン
コ
ー
ル
企
画

人
気
のZ

U
M
BA

で

楽
し
く
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
！

〜
有
酸
素
運
動
で

脂
肪
燃
焼
効
果
も
期
待
！
〜

　

ダ
ン
ス
系
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
音
楽

に
合
わ
せ
て
楽
し
く
汗
を
か
き
ま
せ
ん

か
？
初
め
て
の
人
、
運
動
の
苦
手
な
人

も
一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

10
月
29
日
㈮

●
午
前
10
時
〜
10
時
50
分

●
午
前
11
時
〜
11
時
50
分

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

講
師　

八
島
利
紗
さ
ん
（Z

U
M
BA

イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

持
ち
物　

飲
料
水
、
タ
オ
ル
、
上
靴
、

筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

10
月
６
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

※
受
講
無
料

■
自
宅
で
で
き
る

簡
単
セ
ル
フ
ケ
ア
体
験
講
座

〜
足
指
体
操
＆
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
〜

　

足
指
を
鍛
え
る
こ
と
で
正
し
い
立
ち

方
・
歩
き
方
が
身
に
つ
き
健
康
維
持
に

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に

セ
ル
フ
ケ
ア
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

日
時　

11
月
11
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
口
眞
理
子
さ
ん
（
ボ
デ
ィ
ー

ケ
ア
サ
ロ
ン
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」
主
宰
）

資
料
代　

２
０
０
円　

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ

ル
、
動
き
や
す
い
パ
ン
ツ
ス
タ
イ
ル

※
裸
足
に
な
る
の
で
タ
イ
ツ
、
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
の
着
用
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

申
込　

10
月
13
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

■
地
域
健
康
教
室

〜
い
つ
ま
で
も
若
く

健
康
で
い
る
た
め
に
！
〜

「
65
歳
か
ら
の
マ
ル
得
健
康
法
！
若
さ

を
保
つ
秘
訣
を
お
伝
え
し
ま
す
！
」

　

泉
佐
野
浴
場
組
合
の
協
力
に
よ
り
、

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
な
ど
、
１

回
30
分
程
度
の
地
域
健
康
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

教
室
終
了
後
に
は
無
料
で
入
浴
も
で

き
ま
す
。（
入
浴
は
任
意
で
す
）
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
場
所
・
定
員
（
先
着
順
）

●
10
月
14
日
㈭
・
午
後
２
時
10
分
〜
・

な
ご
み
湯
（
笠
松
１
丁
目
３
番
23
号
）・

20
人　

●
10
月
21
日
㈭
・
午
後
２
時
30
分
〜
・

羽
倉
崎
温
泉
（
東
羽
倉
崎
町
６
丁
目
10

号
）・
20
人　

※
各
10
分
前
よ
り
受
付

テ
ー
マ　

身
体
機
能
向
上
・
転
倒
予
防

の
た
め
の
運
動
「
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
」し
な
や
か
な
カ
ラ
ダ
で
若
々
し
く
！

対
象　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
と
家

族問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
泉
佐
野
健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
介
護
予
防
」
講
演
会

開
催
日
・
場
所
・
定
員
（
先
着
順
）

①
10
月
12
日
㈫
・
日
根
野
公
民
館
・
30

人②
10
月
19
日
㈫
・
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー

プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
30
人

③
10
月
29
日
㈮
・
長
南
公
民
館
・
30
人

■
健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

「
メ
リ
ハ
リ
ウ
ォ
ー
ク
で
脂
肪
燃
焼
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

イ
ン
タ
ー
バ
ル
し
な
が
ら
歩
い
て
、

脂
肪
を
燃
焼
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
月
25
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

■
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン・

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

よ
さ
こ
い
の
曲
に
合
わ
せ
た
振
り
付

け
な
の
で
、
全
身
運
動
に
な
り
ま
す
。

　

さ
あ
、
鳴
子
を
持
っ
て
楽
し
く
踊
り

ま
し
ょ
う
！

日
時　

11
月
13
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

河
野
宏
美
さ
ん
（
佐
野
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

持
ち
物　

上
履
き
、
飲
料
水

※
鳴
子
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

10
月
８
日
㈮

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
佐
野
公
民
館

（
☎
４
６
３
・
６
１
８
１ 

Fax
４
６
９
・
２

２
４
３
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
11
月
10

日
㈬
ま
で

※
受
講
無
料

各
種
健
康

④
11
月
２
日
㈫
・
佐
野
公
民
館
・
25
人

時
間　

①
④
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
　
　

②
③
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

プ
ロ
グ
ラ
ム

●
足
圧
バ
ラ
ン
ス
測
定
…
転
倒
し
や
す

い
足
か
ど
う
か
、
膝
痛
・
腰
痛
の
原
因

な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

●
介
護
予
防
の
お
話
…
要
介
護
に
な
る

原
因
の
50
％
を
占
め
る
足
と
歩
行
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
を
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま

す
。

●
健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
行
訓

練
）
体
験

●
足
と
歩
行
の
悩
み
相
談
（
希
望
者
の

み
）

対
象　

泉
佐
野
市
の
介
護
保
険
被
保
険

者
の
人
（
シ
ル
バ
ー
カ
ー
・
ス
テ
ッ
キ

の
人
、
腰
痛
で
お
悩
み
の
人
、
人
工
関

節
の
人
、
歩
行
に
不
安
の
あ
る
人
、
介

護
予
防
に
興
味
の
あ
る
人
な
ど
で
医
師

か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な
い
人
）

※
裸
足
に
な
れ
る
よ
う
に
し
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

講
師　

健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
イ

ス
タ
ー

申
込
・
問
合
先　

平
日
午
前
10
時
〜
４

時
に
電
話
で
（
一
社
）
健
康
寿
命
世
界

一
（
☎
06
・
６
７
４
８
・
０
２
１
５ 

Fax

　

06
・
６
７
４
８
・
０
２
１
６
）
へ

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
参
加
無
料

対
象　

 

お
お
む
ね
50
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
飲

料
水

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

10
月
５
日
㈫

以
降
に
本
人
が
電
話
で
南
部
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
本
館（
☎
４
６
６
・
１
６
４
１ 

Fax
４
６
６
・
４
７
４
４
）
へ

※
受
講
無
料　

※各施設の受付時間は、24ページをご覧ください。

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他
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文
化
・
教
養

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

福　

祉

福　

祉

■
第
１
回
シ
ャ
ッ
ピ
ー
ハ
ウ
ス

掘
り
出
し
市

　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
や
リ
サ
イ
ク
ル

品
な
ど
の
物
品
販
売
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

日
時　

10
月
30
日
㈯

　
　
　

午
後
０
時
30
分
〜
４
時

場
所　

シ
ャ
ッ
ピ
ー
ハ
ウ
ス
内
（
大
西

１
丁
目
16
番
５
号
）

※
佐
野
公
民
館
隣
の
黄
緑
色
の
建
物

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

※
入
場
無
料
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(https://izum
isanoshakyo.

or.jp/)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人
は

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
27
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４

・
２
２
５
９
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時

間
は
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で

す
。
初
め
て
の
人
は
事
前
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

■
プ
レ
お
ひ
さ
ま
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ

　

毎
月
第
１
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
11
月
は
第
１
火
曜
日
に
な
り
ま

す
。
親
子
で
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
て
交

流
し
ま
し
ょ
う
。

※
事
業
の
関
係
で
変
更
す
る
場
合
あ
り

日
時　

11
月
２
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

ん
ぼ

対
象　

お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て

い
な
い
２
歳
〜
就
学
前
の
親
子

定
員　

16
組
（
先
着
順
）

申
込　

前
日
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

■
あ
そ
び
の
広
場

〜
リ
ト
ミ
ッ
ク
＆
触
れ
合
い
あ
そ
び
〜

日
時　

11
月
５
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

申
込　

前
日
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

子
ど
も
の
発
達
や
遊
び
、
子
ど
も
と

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
講
座
を
受
講

後
、
つ
く
し
ん
ぼ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ス
タ
ッ
フ
と

一
緒
に
遊
び
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
だ

き
ま
す
。

日
時　

11
月
18
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

ん
ぼ
職
員

申
込　

11
月
15
日
㈪
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で

各
種
福
祉

■
子
育
て
支
援
講
座
69

第
８
回
読
み
聞
か
せ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

　

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
、
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
に
手
遊
び
で
楽
し
く
過
ご
そ
う
。

日
時　

10
月
24
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

乳
児
〜
小
学
低
学
年
ま
で
の
子

ど
も
と
保
護
者

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

講
師　

ウ
ィ
ズ
会
員
全
員

申
込
・
問
合
先　

10
月
８
日
㈮
以
降
の 

午
前
９
時
〜
午
後
７
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ウ
ィ
ズ
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
Fax

４
６
６
・
１
９
６
３
）
へ

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
あ
り
、
希
望

者
は
申
込
時
に

■
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴

〜
認
知
症
の
人
や
家
族
が

安
心
し
て
く
ら
せ
る
ま
ち
へ
〜

　

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
と
は
、
今
ま
で
認
知
症
の

人
と
接
点
の
な
か
っ
た
人
と
、
認
知
症

の
人
が
気
持
ち
と
い
う
見
え
な
い
タ
ス

キ
を
繋
ぐ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
、

ど
ん
な
時
も
火
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
思

い
を
込
め
て
…
ま
ち
で
見
か
け
た
ら
ぜ

ひ
手
を
振
っ
て
応
援
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

10
月
31
日
㈰

場
所　

市
内
２
ル
ー
ト

主
催
・
問
合
先　

２
０
２
１
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴 

泉
佐
野
市
実
行
委
員
会
（
泉
谷
☎
４
７

７
・
８
０
５
９ 

e
メ
ー
ル
：runtom

o.izum
isano@

gm
ail.com

）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
サ
ロ
ン
・
ド
・
ル
リ
エ

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
ル
リ
エ
」

で
は
コ
ー
ヒ
ー
、
お
茶
、
お
菓
子
で
メ

ン
バ
ー
と
交
流
し
、
障
害
理
解
と
ル
リ

エ
の
活
動
を
理
解
し
て
頂
く
時
間
を
作

り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
８
日
㈮
、
11
月
12
日
㈮
、

12
月
10
日
㈮ 

午
後
２
時
〜
４
時

施
設
協
力
金　

１
０
０
円

問
合
先　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー　

ル
リ
エ

（
☎
０
５
０
・
１
５
５
９
・
０
５
３
１
）

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

ル
リ
エ
…　

　

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
事

業
で
、
医
療
法
人 

清
楓
会
に
運
営
を

委
託
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
暮
ら
す

障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
日
常
生

活
上
の
相
談
や
就
労
相
談
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
地
域
住
民
と
の

交
流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
愛
の
献
血

　

献
血
車
が
来
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

10
月
14
日
㈭

●
午
前
10
時
〜
正
午

●
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

泉
佐
野
市
役
所

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課　

■
認
知
症
カ
フ
ェ

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

つ
む
ぐ
】

　

地
域
の
集
い
・
ふ
れ
あ
い
の
場
所
で

す
。
介
護
・
終
活
相
談
も
で
き
ま
す
。

日
時　

10
月
10
日
㈰ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

内
容　

本
格
カ
フ
ェ
、
健
康
体
操

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

場
所
・
問
合
先　

オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル

（
羽
倉
崎
３
丁
目
10
番
32
号 

☎
４
７
７
・

８
０
５
９
）

※
申
込
不
要
、参
加
無
料
。
飲
み
物（
４

０
０
円
）、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
（
４

５
０
円
）
を
提
供
し
ま
す
。
車
椅
子
可

※各施設の受付時間は、24ページをご覧ください。

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他
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文
化
・
教
養

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

■
子
育
て
応
援
企
画
（
乳
幼
児
編
）

〜
手
作
り
お
も
ち
ゃ
を

作
っ
て
遊
ぼ
う
♪
〜

　

乳
幼
児
期
の
お
子
さ
ん
が
手
・
指
を

使
っ
て
楽
し
め
る
お
も
ち
ゃ
を
一
緒
に

作
り
ま
し
ょ
う
！
子
育
て
の
息
抜
き
＆

親
子
で
た
の
し
み
に
来
ま
せ
ん
か
？

※
お
も
ち
ゃ
の
サ
イ
ズ
は
直
径
約
13

㎝
、
高
さ
約
13
㎝
の
円
柱
形

日
時　

11
月
４
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者 

※
子
ど
も
の
同
伴
可

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

講
師　

泉
佐
野
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

三
輪
車
ス
タ
ッ
フ

持
ち
物　

お
子
さ
ん
に
必
要
な
も
の

（
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
、
お
む
つ
、
着
替
え
、

飲
料
水
な
ど
）、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰

り
用
袋

共
催　

泉
佐
野
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

三
輪
車

場
所
・
申
込　

10
月
10
日
㈰
以
降
に
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ

ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
４
６
９
・
７
１
２
０  

Fax
４
６
９
・

７
１
２
１
）
へ

問
合
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
４
６
９
・

７
１
３
２ 

Fax
４
６
９
・
７
１
３
３
）

※
受
講
無
料
。

一
時
保
育
（
若

干
名
・
先
着
順
）

あ
り
、
希
望
者

は
申
込
時
に

■
不
登
校
に
つ
い
て
の
講
演
会

　

当
事
者
と
当
事
者
家
族
を
孤
独
に
さ

せ
な
い
心
と
向
き
合
い
、
寄
り
添
う
取

組
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
現
場
か
ら
見

え
る
現
状
、
未
来
に
向
け
伝
え
た
い
言

葉
な
ど
を
お
話
し
ま
す
。

日
時　

10
月
31
日
㈰

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
「
不
登
校
の
子
ど
も
と
家
族
」

対
象　

当
事
者
と
そ
の
家
族
、
テ
ー
マ

に
興
味
の
あ
る
人

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

講
師　

三
科
元
明
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

こ
こ
代
表
）　

申
込　

10
月
４
日
㈪
以
降
に
申
込
専
用

G
oogle

フ
ォ
ー
ム
で

問
合
先　

さ
の
だ
い
子
ど
も
食
堂
キ
リ

ン
の
家
（
☎
４
６
１
・
４
３
５
１
）

※Z
oom

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。▲QRコード

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

歴　

史

歴　

史

■
秋
季
特
別
展
「
い
の
り
よ
、と
ど
け
」

　

雨
乞
い
や
火
除
け
、
無
病
息
災
、
家

内
安
全
な
ど
を
祈
っ
た
ま
じ
な
い
や
信

仰
の
資
料
を
展
示
し
、
泉
佐
野
の
人
び

と
が
ど
の
よ
う
な
信
仰
を
抱
き
、
何
に

祈
り
、
何
を
祀
っ
て
い
た
の
か
を
紹
介

し
ま
す
。

日
時　

10
月
９
日
㈯
〜
12
月
12
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）
、
毎
月
最
終
木
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
除
く
）

※
入
館
無
料

■
秋
季
特
別
展
講
演
会

「
人
々
の
い
の
り
と
ま
じ
な
い
」

〜
泉
佐
野
の
信
仰
資
料
〜

日
時　

10
月
24
日
㈰

講
師　

細
田
慈
人
（
学
芸
員
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込　

10
月
５
日
㈫
以
降
に
電
話
ま
た

は
直
接

※
参
加
無
料
。
講
演
会
終
了
後
、
展
示

解
説
を
行
い
ま
す
。

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

■
九
条
家
と
信
仰
・
思
想
３

「
九
条
道
家
と
陰
陽
師
」

　

日
根
荘
を
開
い
た
、
九
条
道
家
の
父

良
経
は
、
次
の
元
号
を
決
め
る
「
改
元

定
」（
か
い
げ
ん
さ
だ
め
）
を
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

儀
式
に
詳
し
く
教
養
に
秀
で
た
九
条

良
経
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

日
時　

11
月
９
日
㈫
・
12
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

講
師　

細
田
慈
人
（
学
芸
員
）

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

申
込　

10
月
21
日
㈭
以
降
に
電
話
ま
た

は
直
接

※
参
加
無
料

■
れ
き
し
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
ダ
ン
ボ
ー
ル
織
で

コ
ー
ス
タ
ー
を
つ
く
ろ
う
！
】

日
時　

10
月
９
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
材
料
が
無

く
な
り
次
第
終
了 　

【
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
風

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
飾
り
を
つ
く
ろ
う
！
】

日
時　

10
月
30
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

申
込　

10
月
５
日
㈫
以
降
に
電
話
ま
た

は
直
接

※
参
加
無
料

■
フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン　

〜Trick or Treat

〜

　

カ
レ
ン
先
生
と
一
緒
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

話
の
後
は
「Trick or Treat
」
で
訪

問
す
る
家
に
見
立
て
た
部
屋（
２
ヵ
所
）

を
回
っ
て
、
お
菓
子
を
も
ら
お
う
！

サ
ー
ビ
ス
提
供
会
員
が
、
趣
向
を
凝
ら

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
31
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

日
根
野
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
親
子

※
フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員
で
な
い
人
も
参
加

で
き
ま
す
。

定
員　

家
族
15
組
（
先
着
順
）

講
師　

塩
田
カ
レ
ン
さ
ん
（
カ
レ
ン
先

生
合
同
会
社 

）

参
加
費　

子
ど
も
１
人
３
０
０
円

※
フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員
で
な
い
人
は
１
家

族
に
付
き
プ
ラ
ス
２
０
０
円
徴
収
。
当

日
入
会
も
可
。

申
込
・
問
合
先　

10
月
11
日
㈪
〜
25
日

㈪
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
に
電
話
で

い
ず
み
さ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
３
・
３
５
３
０
）
へ

※
お
菓
子
の

ア
レ
ル
ギ
ー

の
配
慮
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

※各施設の受付時間は、24ページをご覧ください。

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他
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文
化
・
教
養

歴　

史

福　

祉

健　

康

そ
の
他

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
新
川
家
教
室

●
木
彫
り
教
室
…
10
月
８
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

●
仕
舞
・
謡
曲
教
室
…
10
月
19
日
㈫　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
10
月
７
日
㈭
・
21

日
㈭ 

午
後
１
時
〜

●
着
付
け
教
室
…
10
月
21
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で

■
恒
例
朝
市

日
時　

10
月
16
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

■
ふ
ろ
し
き
手
作
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

10
月
16
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
第
３
回 

そ
ば
打
ち
体
験

　

旧
新
川
家
住
宅
の
外
蔵
で
「
二･

八

そ
ば
」
の
打
ち
た
て
、
湯
が
き
た
て
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

　

出
来
上
が
り
５
人
分
の
う
ち
４
人
分

は
持
ち
帰
り
ま
す
。

日
時　

10
月
17
日
㈰ 

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
１
時
30
分

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
人
２
，
５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
バ
ン

ナ
ダ
、
マ
ス
ク

申
込　

10
月
７
日
㈭
〜
10
日
㈰
に
電
話

ま
た
は
直
接

■
「
日
根
対
山
」
襖
絵
公
開

　

旧
新
川
住
宅
の
座
敷
の
襖
絵
を
鹿
威

し
の
風
情
を
楽
し
み
つ
つ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
日
根
対
山
（
１
８
１
３
〜
１
８
６
９

年
）和
泉
国
日
根
郡
中
庄
村
湊
生
ま
れ
。

後
に
京
都
画
壇
の
一
翼
を
担
っ
た
文
人

画
家
。

日
時　

10
月
23
日
㈯
〜
31
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料

各
種
歴
史

■
第
９
回
い
ず
み
さ
の
検
定

開
催
日　

11
月
３
日
㈷

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

２
階
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

受
付
期
間　

10
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

申
込

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
場
合
…
必
要
事
項

を
入
力
し
、
検
定
料
を
試
験
当
日
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
郵
送
の
場
合
…
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
文
化
財
保
護
課

ま
で
郵
送
し
、
検
定
料
を
試
験
当
日
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
テ
キ
ス
ト
・
過
去
問
題
（
第
６・
７
・

８
回
い
ず
み
さ
の
検
定
分
）
販
売
】

販
売
期
間　

10
月
15
日
㈮
ま
で

場
所　

●
文
化
財
保
護
課
（
〒
５
９
８
・
０
０

０
１ 

上
瓦
屋
６
１
０
番
地
）

●
ま
ち
の
活
性
課
（
上
町
３
丁
目
11
番

48
号 
☎
４
６
９
・
３
１
３
１
）

価
格

●
テ
キ
ス
ト
…
５
０
０
円

●
過
去
問
題
…
第
６
回
３
０
０
円
、
第

７
回
・
第
８
回
各
４
０
０
円　

※
テ
キ
ス
ト
・
過
去
問
題
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
（
無
料
）。
詳
し
く
は
、
い
ず
み
さ

の
検
定
の
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

文
化
財
保
護
課
（
☎
４
４
７

・
６
７
６
６
）

■
弓
振
窯
陶
芸
教
室
生
徒
作
品

第
33
回
土
窯
会
展　

　

日
根
野
の
弓
振
窯
（
ゆ
ぶ
り
が
ま
）

で
作
陶
を
続
け
る
土
窯
会
の
会
員
作
品

展
で
す
。
伝
統
・
オ
ブ
ジ
ェ
・
民
芸
調

な
ど
の
様
々
な
手
法
を
凝
ら
し
た
作
品

群
で
す
。
こ
の
一
年
間
の
成
果
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
15
日
㈮
〜
17
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所　

重
要
文
化
財
中
家
住
宅
（
熊
取

町
）

問
合
先　

弓
振
窯
（
古
谷
☎
４
６
７
・

０
０
４
３
）

■
府
営
泉
佐
野
丘
陵
緑
地

「
四
海
波
花
籠
づ
く
り
を
し
よ
う
！
」

　

泉
佐
野
丘
陵
緑
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
」
は
公
園
の
豊
富
な

竹
を
利
用
し
て
竹
細
工
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
回
は
四
方
向
か
ら
打
ち
寄
せ
る
波

を
思
わ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
の
「
四

海
波
花
籠
（
し
か
い
な
み
は
な
か
ご
）」

を
作
り
ま
す
。
花
器
や
小
物
入
れ
と
し

て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　

10
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰ 

午
前

10
時
〜
午
後
３
時
（
全
２
回
）

※
雨
天
決
行

場
所　

府
営
泉
佐
野
丘
陵
緑
地
（
上
之

郷
90
番
地
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

※
中
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

参
加
費　

５
０
０
円　

持
ち
物　

昼
食
、
飲
料
水
な
ど

※
服
装
は
汚
れ
て
も
よ
い
も
の
で
。
飲

み
物
は
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
自
動
販

売
機
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

10
月
６
日
㈬ 

正
午

ま
で
（
毎
週
月
曜
日
、
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
次
の
平
日
除
く
）
の
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
に
泉
佐
野
丘
陵
緑

地
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
７
・
２

４
９
１
）
へ

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

izum
isano-kyuryo.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申

込
可

※各施設の受付時間は、24ページをご覧ください。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

歴　

史
（
つ
づ
き
）

歴　

史
（
つ
づ
き
）
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化
・
教
養

歴　

史

福　

祉

健　

康

■
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

て
く
て
く
ツ
ア
ー

「
旧
長
滝
村
と
熊
野
街
道
を
歩
く
」

〜
旧
長
滝
村
の
寺
社
を
訪
ね
、
大
阪
夏

の
陣
・
樫
井
古
戦
場
跡
を
歩
く
〜

日
時　

10
月
17
日
㈰ 

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時　

※
雨
天
決
行

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
長
滝
」
駅

解
散
場
所　

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
新
家
」
駅

コ
ー
ス　

集
合
↓
旧
長
滝
村
巡
り
（
明

福
寺
〔
禅
興
寺
跡
碑
〕
ほ
か
８
カ
所
）

↓
蟻
通
神
社
（
昼
食
・
紙
芝
居
）
↓
八

丁
畷
地
蔵
↓
塙
団
右
衛
門
の
五
輪
塔
↓

奥
家
住
宅
↓
淡
輪
六
郎
兵
衛
の
宝
篋
印

塔
↓
樫
井
古
戦
場
跡
碑
↓
解
散
（
約
７

㎞
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円
（
小
学
生
以
下

１
０
０
円
、
傷
害
保
険
料
・
資
料
代
含

む
）

持
ち
物　

弁
当
、
飲
料
水
、
雨
具
、
敷

き
物
な
ど

申
込
・
問
合
先　

午
前
10
時
〜
午
後
４

時
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
e
メ
ー
ル

で
泉
佐
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
（
☎
４

５
８
・
３
９
０
１ 

Fax
４
１
５
・
１
４
２

７ 

e
メ
ー
ル
：sanonoeem

on@
rinku.zaq.ne.jp

）
へ

※
当
日
午
前
７
時
に
警
報
発
令
時
は
中

止
、
催
行
確
認
は
午
前
７
時
以
降
に
緊

急
連
絡
先
（
☎
０
８
０
・
３
８
４
９
・
３

９
０
１
）
へ

■
京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学
研
究
所

ア
ト
ム
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
２
０
２
１

【
講
演
会
】

日
時　

10
月
24
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

※Z
oom

配
信

対
象　

中
学
生
以
上

●
講
演
１

内
容
「
タ
ン
パ
ク
質
の
中
に
あ
る
年
輪 

〜
新
し
い
老
化
の
指
標
に
つ
い
て
〜
」

講
師　

髙
田　

匠
さ
ん
（
京
都
大
学
複

合
原
子
力
科
学
研
究
所 

准
教
授
）

●
講
演
２

内
容
「
水
素
と
水
と
地
球
の
歴
史
の
研

究
」

講
師　

奥
地
拓
生
さ
ん
（
京
都
大
学
複

合
原
子
力
科
学
研
究
所 

教
授
）  

申
込　

10
月
24
日
㈰ 

午
後
４
時
ま
で

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

※
参
加
無
料

【
実
験
教
室
】

日
時　

11
月
７
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※Z
oom

配
信

内
容　

家
庭
で
で
き
る
簡
単
な
実
験
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
科
学
の
楽
し
さ
や

場
所
・
問
合
先

　

京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学
研
究

所
総
務
掛
（
平
日
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
☎
４
５
１
・
２
３
０
０ 

e
メ
ー

ル
：asfk2021@

rri.kyoto-u.ac
.jp

）
へ

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

ps://w
w
w
.rri.kyoto-u.ac.jp/

public/asf/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
も
し
ろ
さ
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

申
込　

10
月
26
日
㈫ 

午
後
０
時
30
分

〜
11
月
１
日
㈪ 

正
午
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
。
実
験
材
料
は
後
日
、
送
付
し
ま

す
。

※
参
加
無
料

■
国
際
交
流
ハ
イ
キ
ン
グ　

〜ica

ウ
ォ
ー
ク
２
０
２
１
犬
鳴
山
〜

　

地
域
在
住
の
外
国
の
人
と
一
緒
に
犬

鳴
山
に
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
国

際
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
30
日
㈯ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

※
少
雨
決
行　

集
合
・
解
散
場
所　

犬
鳴
山
下
駐
車
場

（
み
奈
美
亭
下
）

※
車
で
来
る
場
合
は
別
途
駐
車
場
代

５
０
０
円
必
要

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

滝
行
体
験
希
望
者
の
み
５
０

０
円
（
白
装
束
を
羽
織
り
、
足
の
み
入

水
）

持
ち
物　

お
弁
当
、
飲
料
水
、
雨
具
、

敷
物
な
ど

※
服
装
と
靴
は
山
歩
き
に
適
し
た
も
の

で申
込
・
問
合
先　

10
月
５
日
㈫
〜
20
日

㈬ 

（
火
〜
土
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
）
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

泉
佐
野
地
球

交
流
協
会
〔ica

〕（
☎
４
２
９
・
９
７

４
１ 

Fax
４
２
９
・
９
７
４
２ 

e
メ
ー

ル
：ica@

ica.gr.jp

）
へ

※
当
日
午
前
７
時
に
降
水
確
率
50
％
以

上
の
場
合
は
11
月
23
日
㈷
に
延
期
。
当

日
の
催
行
確
認
は
（
☎
０
８
０
・
３
８

０
１
・
９
７
４
１
）
へ

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.ica.gr.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
参
加
無
料

■
下
瓦
屋
地
域
文
化
祭

　

地
域
に
お
け
る
人
権
文
化
活
動
の
交

流
と
推
進
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
地
元

の
保
育
園
、
福
祉
施
設
、
小
・
中
学
生

や
講
座
生
の
作
品
展
示
と
活
動
紹
介
、

地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、模
擬
店
、

バ
ザ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
３
日
㈷

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

旧
下
瓦
屋
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

後
援　

泉
佐
野
市
、
泉
佐
野
市
教
育
委

員
会

問
合
先　

下
瓦
屋
地
域
協
議
会
文
化
祭

担
当
（
☎
０
９
０
・
８
８
２
８
・
９
８
７

８ 

Fax
４
６
３
・
２
１
４
７
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
（
販
売
物
除

く
）。
連
絡
先
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
い
た
だ
け
れ

ば
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
送
り
ま
す
。

■
大
阪
家
庭
裁
判
所

遺
産
分
割
制
度
説
明
会

ご
存
じ
で
す
か
？
「
遺
産
分
割
調
停
」

〜
裁
判
官
が
お
話
し
し
ま
す
〜

※Z
oom

で
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

日
時　

10
月
25
日
㈪

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

対
象　

府
内
在
住
の
人

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

10
月
６
日
㈬
〜
18
日

㈪
（
土
・
日
曜
日
除
く
）
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
に
e
メ
ー
ル
で
法
の
日
週

間
行
事
申
込
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参

加
時
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
（
表
示
名
）、
質

問
事
項
（
任
意
）
を
記
入
の
う
え
、
大

阪
家
庭
裁
判
所 
事
務
局
総
務
課
（
☎

06
・
６
９
４
３
・
５
６
９
２ 

e
メ
ー
ル
：

fc.oos.jinji@
w
m
.courts.jp

）
へ

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

そ
の
他
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板採用・募集採用・募集

古民家等活用型
活動拠点整備補助金の追加募集

　新型コロナウイルス感染症拡大による経済・社会の変化によってもたらされた
社会課題の解決や経済・社会的ニーズに対応するための事業拠点（サテライトオ
フィス・テレワーク・新分野の展開や事業再編など）の整備を支援します。
　また、その拠点を空き家となっている古民家などとすることで、市内遊休財産
の解消を図ります。

申込・問合先　11月30日㈫まで（消印有効。土・日
曜日、祝日除く）に郵送で郵便物の追跡ができるレター
パックなどで〒598-0007 泉佐野市上町3丁目11-48 
まちの活性課 古民家等活用型活動拠点整備等補助金
担当（☎469-3131）へ
※採択件数が予算上限に達した場合、期限前に応募を締め切る
場合があります。この補助金は、個人の居住のための改修費な
どを対象としていません。
　事業の概要、応募資格、提出書類や採択基準など、詳しくは
ホームページ（https://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/
seikatsu/shoko/menu/jigyosyo/shingatakorona/7544.
html）をご覧ください。

国民健康保険運営協議会委員
　国保運営への市民参加を推進するため、被保険者を
代表する委員を募集します。
募集人数　3人
応募資格　平成13年4月1日以前生まれで、泉佐野市
国民健康保険の被保険者
※国および地方公共団体の議会の議員、本市職員の退
職者除く
任期　令和3年11月1日～令和6年10月31日
申込・問合先　10月15日㈮（必着）までに「国民健
康保険制度の適正な運営について」をテーマにした作
文（800字程度、書式自由）に、国民健康保険証の記
号番号、住所、氏名、生年月日、電話番号を記入のうえ、
〒598-8550 泉佐野市役所 国保年金課「国保運営協
議会委員市民公募」係へ
選考・発表　作文を審査のうえ、10月中に結果を通知
します。

　　認定NPO法人 
大阪府高齢者大学校受講生

　地域でのまちづくり・コミュニティづくりなどの社
会参加活動や、創造的で、より豊かな生活を実現しよ
うとするシニアのお手伝いをするための講座です。
開講期間　来年4月～令和5年3月
講座内容　歴史、語学、文化、自然、美術、暮らしな
ど60科目
※申込多数の場合は抽選。初めての人優先
受講料　年額60,000円（内5,000円は運営協力費・
各科同じ）
※科目によっては特別教室費や教材費、校外学習、実
習、自主活動などの別途費用負担あり
申込・問合先　10月20日㈬～12月8日㈬ 午後3時ま
でに申込書を郵送または持参で認定NPO法人 大阪府
高齢者大学校・募集委員会 〒540-0006 大阪市中央
区法円坂1丁目1-35アネックスパル法円坂（大阪市教
育会館）内（☎06-6360-4471 Fax06-6360-4500）
へ

◀
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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採用・募集採用・募集

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

小学校・中学校市費講師
　市教育委員会では、小学校および中学校で以下の取
組を推進するため、市の負担により令和4年4月1日～
令和5年3月31日までの1年間の任期（雇用期間）を定
めた常勤の講師を募集します。
●小学校　小学4～6年生で35人学級を実施するため
●中学校　生徒指導機能充実、小中連携の強化に関す
る取組を推進するため
採用予定人数
●小学校市費講師　8人
●中学校市費講師　5人
募集教科　国語、数学、社会、理科、音楽、美術、保体、
技術、家庭、英語から5人
※各教科1人の合格を保証するものではありません。
受験資格　令和4年4月1日現在で有効な募集校種（教
科）の教諭免許を有する人または、取得見込の人
試験日　第1次（筆答）11月20日㈯
※第2次（面接）は第1次合格者に通知します。
申込・問合先　10月25日㈪～11月5日㈮（消印有効）
に教育総務課へ
※詳しくは問い合わせてください。募集要項など
ホームページ（https://www.city.izumisano.lg.jp/
kakuka/kyoiku/kyoikusomu/index.html）からダウ
ンロードもできます。

～令和4年度受験生 募集要項配布中～
看護師

　看護師として地域医療に貢献したい人を募集しま
す。高校新卒の人から社会人経験者までどなたでも受
験できます。
【高校新卒推薦・社会人】
受付期間　10月18日㈪～11月5日㈮
試験日　11月13日㈯
【一般入試】
受付期間　12月13日㈪～来年1月7日㈮
試験日　来年1月15日㈯
問合先　泉佐野泉南医師会看護専門学校

（☎469-3070）
※詳しくはホームページ（https://www.iskangos.
ac.jp）をご覧ください。

花とみどりのボランティア団体
問合先　環境衛生課

　市域の快適な生活環境を保全するとともに、緑化意識の高揚と地域コミュ二ティの活性化を図るため、市内
の道路植栽帯などの清掃や花壇などのお手入れなどをしていただけるボランティア団体を募集します。

ボランティア団体の要件　
市内に在住、在勤または在学する3人以上
の別世帯の個人により構成され、1年以上
継続して活動できる団体（総人数は代表
者を含め概ね10人以下とします。）
活動区域　
市などが管理する道路植栽帯などで市長
が定める区域とし、当面は市が3つのモデ
ル区域（市道上町末広線・市道日根野駅
前線・市道井原池市場東線）を設定します。
※他の市道路線でも可
活動内容
●雑草除去および清掃
●既存または新設する花壇などでの花木
の植付・維持管理

活動に対する市の支援
●団体の代表者および構成員に係るボランティア活動保険への
加入（加入手続の代行および加入保険料の負担）
●ボランティア袋（活動により収集または発生するごみ用の袋）
の支給
●活動表示板の貸与
●ボランティア活動推進補助金の交付：花壇などでの花木の植
付・管理実施団体のみ
年度限度額　花壇など1㎡当たり1万円（1団体当たり5万円を
限度）
補助対象　花壇などの維持管理に係る必要最小限の園芸用具と
花木の種苗などの購入費に限ります。
（例）移植ごて、軍手、花壇用ブロック・レンガ・支柱（プランター
は不可）、花木の種苗（野菜類は不可）、腐葉土、肥料など
交付回数　年度中2回以内とします。（上半期交付分は11月中
に振込予定。下半期交付分または通年交付分は翌5月に振込予
定）
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（8月受付分）

●10万円…人生道場

創業セミナー
～夢に挑戦・めざせ起業家～

　岸和田商工会議所では、独立開業を志す人や新
たに事業を起こしたいと考えている人を対象に、
「創業セミナー」を開催します。独立開業を目指す
人から開業して間もない人まで受講できます。
※本セミナーは、泉佐野市創業支援等事業計画に
おいて岸和田商工会議所・貝塚商工会議所・泉佐
野商工会議所と連携して開催する「特定創業支援
等事業」です。受講した人は泉佐野市・岸和田市・
貝塚市のいずれかで創業する場合に支援制度を活
用することができます。
開催日・内容　
●11月6日㈯「ゼロから学ぶ！起業に必要な基本
知識と手続き」
●11月13日㈯「簡単に実践できる！利益を出す販
売促進活動の基本」
●11月20日㈯「知って安心！事業資金調達と補助
金・助成金活用法」
●11月27日㈯「成果がでる！人材採用と定着促進
の基本」
時間　いずれも午前10時～正午
※11月20日㈯のみ午前9時～正午
定員　20人（先着順）
受講料　3,300円（消費税・テキスト代込）
場所・申込・問合先　11月5日㈮までにFAX、郵送
またはeメールで氏名（フリガナ）、年齢、郵便番号、
住所、電話番号、FAX、eメール、創業予定内容を
記入のうえ、岸和田商工会議所〒596-0045 岸和田
市別所町3丁目13-26（☎439-5023 Fax436-3030 
eメール：koshukai@kishiwada-cci.or.jp） へ

計量器定期検査
　取引や証明に使用するはかりは、計量法により2年
に1度の定期検査が義務づけられています。必ず受検
してください。

問合先　まちの活性課（☎469-3131）

開催日 日時 場所
11月1日㈪ 午前10時30分～午後3時30分 佐野公民館
11月2日㈫ 午前10時30分～午後3時30分

泉佐野市役所11月4日㈭ 午前10時30分～午後3時30分
11月5日㈮ 午前10時30分～午後3時30分

11月8日㈪ 午前10時30分～午後0時30分 長南公民館
午後1時30分～ 3時30分 上下水道局

日根荘大木の里 コスモス園
　コスモス園は、「日根荘大木の農村景観」として国
の重要文化的景観に選定された大木地区にあります。
　また、令和元年に日本遺産「旅引付と二枚の絵図が
伝えるまち－中世日根荘の風景－」に認定されました。
　伝統的な農村景観の広がるこの地で、コスモスを愛
でてみませんか。
期間　10月9日㈯～24日㈰ 午前9時～午後4時
場所　南海バス「境界橋」バス停 徒歩すぐ
主催　大木まちづくり協議会　
問合先　文化財保護課（☎447-6766）
※入園無料。コスモスの花を１本20円で販売します。
（1人5本まで）

文化祭
問合先　生涯学習課（☎469-7132）

　市主催行事をはじめ各種協賛行事など、市内で文化活動をしている市民のみなさんや各種団体の協力により、
発表会や作品展など多彩な催しを土・日曜日を中心に開催します。みなさんのご来場をお待ちしています。
※詳しくは問い合わせてください。

日時 行事 場所 主催

10月22日㈮～ 24日㈰
午前10時～午後5時
※24日㈰は午後4時

市
民
展

書道、陶芸

エ
ブ
ノ
泉
の
ホ
ー
ル

ギャラリー 主催：泉佐野市、泉佐野市教育委
員会、（一財）泉佐野市文化振興
財団
協力：泉佐野市文化協会、泉佐野
市文化懇話会

俳画・絵手紙、工芸 マルチスペース
日本画・洋画・平面作品、
写真、立体造形 レセプションホール

10月24日㈰
午前11時～午後4時 四ツ葉会舞踊発表会 小ホール 四ツ葉会

11月14日㈰
午後2時～午後4時 第13回定期演奏会 オンライン開催 佐野ウィンドオーケストラ

（http://sanowinds.net/）
11月20日㈯ 

午前10時～午後4時
11月21日㈰

午前10時～午後3時
2021いけばな展と茶会 和室、茶室 泉佐野茶華道連盟

11月20日㈯・21日㈰
午前10時～午後4時

フラワーデザイン作品展と文化
協会の仲間達 ギャラリー 泉佐野市文化協会 

フラワーデザイン連盟
11月23日㈷

午前10時～午後5時 第68回泉佐野市民謡曲大会 和室 泉佐野市謡曲同好会
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くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

新川塾開講 泉州・泉佐野ってどんな町？
　泉州・佐野町場の形成から繁栄時代～現在への歴史を元市史編さん室の編さん委員および学芸員のみなさん
を講師に迎え、旧新川家住宅（ふるさと町屋館）の外蔵において開催します。
時間　午後2時～3時30分      
定員　各20人（先着順）        
主催　NPO法人 泉州佐野にぎわい本舗
共催　泉佐野観光ボランティア協会
場所・申込・問合先　泉佐野市ふるさと町屋館（☎469-5673）
※参加無料        

開催日 内　容 講　師
10月2日㈯ 考古学的成果から見た佐野町場 中岡　勝（文化財保護課課長）　
10月10日㈰ 佐野浦のこと 樋野修司さん（歴史と今を知る会）　
10月17日㈰ 里井家文書から見た伊勢参宮 東原和代（文化財保護課日根荘係長）
10月23日㈯ 佐野新川家について 近藤孝敏さん（国文学研究資料館）　

10月30日㈯ 徳川と豊臣と泉州・佐野
～関が原から大阪の陣までの時代の佐野～

廣田浩治さん
（静岡市文化振興財団学芸課係長）　

11月7日㈰ 泉佐野の神社建築の面白さ 櫻井敏夫さん（公財）和歌山県文化財セン
ター理事長（工学博士）　

11月13日㈯ 近江と和泉
～歴史的な繋がりと近江に残る泉州関係資料の紹介～ 烏野茂治さん（近江八幡市市史編纂室主幹）

11月21日㈰ 佐野両人と岸和田藩 ～七人庄屋の仕事～ 曽我友良さん（貝塚市郷土資料室）　　
11月28日㈰ 幻の鉄道 宮田克成さん（三豊市文書館館長）　
12月4日㈯ 山本家文書を読み解く 井田寿邦さん（歴史と今を知る会）　

最低賃金
時間額　992円　
効力発生日　10月1日
問合先　大阪労働局賃金課（☎06-6949-6502）

　第3回 
とっておきの音楽祭inりんくう大阪

　仙台発祥の「とっておきの音楽祭」は障害のある人
もない人も一緒に音楽を楽しみ、音楽のチカラで心の
バリアフリーを目指す音楽祭です。歌やバンド演奏の
他、フラダンスやよさこいで「多種多様なジャンルの
音楽でコロナと戦う人々を元気づけたい」「疲弊した
地域を活気づけたい」など、医療従事者のみなさんへ
の感謝を込めて、リモート生配信も行います。
日時・場所　
●11月6日㈯ 正午～午後6時（予定）・りんくう野外
文化音楽堂、りんくうパピリオ星の広場
●11月7日㈰ 午前11時～午後6時（予定）・りんくう
野外文化音楽堂、りんくうパピリオ星の広場、りんく
うプレミアム・アウトレット、りんくうプレジャータ
ウンシークル
出演者　約70組
問合先　とっておきの音楽
祭inりんくう大阪実行委員
会事務局（☎・Fax461-43
51〔https://nigiwai-p.jp
/totteoki〕eメール：info
@totteoki-rinku-osaka.c
om）へ
※観覧無料、小雨決行

つばさ通りリノベーション実践塾
　つばさ通り商店街エリアにある空き店舗などを
使って、エリアを再生させるビジネスプランを考え
る短期集中の実践型ワークショップです。また、ワー
クショップは「商店街ににぎわいを取り戻したい」
「さの町場の街並みが好き」といった人たちが一堂
に会し、繋がる場であり、ワークショップのカリキュ
ラムの中で出会った仲間たちとさの町場の未来を考
えていきます。つばさ通りリノベーション実践塾に
特別なスキルや経験は必要ありません。アツイ想い
をもったあなたの手で商店街ににぎわいを創出し、
欲しい暮らしをつくってみませんか？
日時　11月13日㈯・14日㈰ 
　　　午前10時～午後6時（予定）
場所　
●SHARE BASE つむぎや
●泉佐野ふるさと町屋館
定員　10人（先着順）
講師　
●嶋田洋平さん〔㈱らいおん建築事務所代表取締役〕
●荒木牧人さん〔㈱80%代表取締役〕ほか
参加費　5千円
後援　泉佐野市
申込・問合先　11月5日㈮までにバリュー・リノ
ベーションズ・さの（☎477-7365）ホームページ
（https://vr-sano.com）へ
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なりわいテーブルプレゼン大会・講演会を開催
　　　9月4日㈯、エブノ泉の森ホール 大会議室にお
いて、無理なくビジネスをはじめるための全5回講座
「なりわいテーブル」受講者によるプレゼン大会と、
㈱tasuki代表取締役の杉浦希未子さんによる実践に向
けたアドバイスと講演会が開催され、受講者のみなさ
んは熱心に聞いていました。

大雨の被災地へ支援職員派遣の出発式
　　　8月の大雨で被災した佐賀県武雄市を支援する
ため、市職員3人が支援物資として泉州タオル1,440
枚を届けるため、8月19日㈭に出発式が行われました。
武雄市は、本市と「特産品相互取扱協定」を締結して
います。派遣職員は9月4日㈯までの約2週間、武雄市
内で発生した災害廃棄物の処理作業に従事しました。

主要債権の一斉督促催告「アタック30」の団結式
　　　国民健康保険料をはじめ各種保険料、負担金、
使用料、貸付金、市税などの市民負担の公平性を保ち、
より一層の歳入確保を図るため、8月最後の1週間に主
要30債権の担当職員が一斉に督促催告する「アタック
30」の団結式を8月25日㈬に市役所で行いました。

ウガンダ駐在職員による研修会
　　　8月25日㈬、本市の管理職員向け研修会で、東
京オリンピックのウガンダ共和国代表のホストタウン
事前合宿で選手団に付き添った本市ウガンダ駐在調整
員の椎谷健一さんによる講演が行われ、選手団との交
流を振り返ったほか、青年海外協力隊への参加やウガ
ンダで暮らしている経験から、国際都市としての本市
職員の心構えなどを話していただきました。

オンラインによる花火大会が開催
　　　8月28日㈯、一般社団法人ENJOYりんくう・
りんくうスマイルプロジェクト実行委員会主催の「オ
ンライン花火大会」が開催されました。コロナ禍で
全国的に花火大会が中止されているなか、オンライ
ン音楽花火ショーと「おうち花火」でコラボレーショ
ンという新しい様式で見事に開催されました。

ガ ダ駐在 修

広報いずみさのでは下記コーナーへの応募を
募集中！詳しくは市のホームページへ！
●表紙モデル　　　●新婚カップルの写真
●同窓会の情報　　●地元企業　

★募集しています！

いずみさのフォトニュースいずみさのフォトニュース
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ヤッホーブルーイングと基本合意書を締結
　　　9月9日㈭、本市は「よなよなエール」などのク
ラフトビールを製造販売する株式会社ヤッホーブルー
イングと、企業誘致と地域活性に関する基本合意書を
締結しました。本市はふるさと納税型クラウドファン
ディング「#ふるさと納税3.0」を活用し、「（仮称）大
阪ブルワリー」を開設するための寄附を募集します。

オリンピックのモンゴル国代表選手が表敬訪問
　　　東京オリンピック男子マラソンのモンゴル国代
表バトオチル・セルオド選手とコーチのオドンスレン・
オユントヤさんが、9月8日㈬に泉佐野市役所を表敬訪
問されました。モンゴル国のホストタウン事業は、コ
ロナ禍で事前合宿が実現しませんでしたが、これまで
の本市からの支援に対し、モンゴル国を代表してお礼
に来られました。

ピ ゴ が

いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！

災害対策本部訓練を実施しました

　9月3日㈮、市役所内の訓練として「災害対策本部
訓練」を実施しました。今回で５回目となる災害対
策本部訓練では、南海トラフを震源とする巨大地震
発生直後の混乱期を想定し、事前に課題内容を知ら
せず、コントローラーが別室から状況を付与し、プ
レーヤーが判断・対策などを行うロールプレイング
方式の約3時間に渡る実践的な訓練が行われました。
　今年も、新型コロナウイルスへの対応として、三
密防止のため4つの部屋に分けてWeb会議システム
で繋いで訓練が行われました。

課題の付与によるロールプレイング形式の訓練

①別室から、コントローラーが時
系列に沿って、電話でさまざまな
実際的な状況を付与する

③実際の災害と同様の状況分析の
訓練を行う

④事案調整・報告スペースで、報
告を受けた内容について関係機関
などとの調整する

②状況を付与されたプレーヤー
が、判断・対策・処置などの訓練
を行う 泉州南広域消防本部、泉佐野市消防団、

泉佐野警察署、自衛隊大阪地方協力本部
のみなさんにも訓練に参加していただき
ました。
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新成人の抱負 代表者
　成人式は、あなたの人生において、大人としての自覚と責任をあらためて意識す
る記念すべき式典です。その壇上で、新成人の代表として抱負を語ってみませんか。
応募資格　市内在住の2022年成人式対象者（平成13年4月2日～平成14年4月1日
生まれ）
定員　1人（応募多数の場合は選考により決定します。）
選考・発表　市教育委員会事務局で選考し、入選者に直接通知します。
応募　10月22日㈮（必着）までに、「新成人の抱負」をテーマにした400～
800字（用紙自由）の作文に、住所、氏名（ふりがな）、生年月日、電話番号
を記入し、郵送またはeメール（seinen＠city.izumisano.lg.jp）で〒598-
0001上瓦屋610-3 泉佐野市教育委員会青少年課「新成人の抱負」係へ
※応募作文は返却しません。事前に2回程度の打ち合せと、成人式前日にリ
ハーサルがあります。
問合先　青少年課（☎469-1106）
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　8月分 約3,512ｔ（前年同月比++5.01％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
8月末日現在8月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　  99,005人○ 市内人口　  99,005人（-47人）（-47人）
○○ 男　　　　  47,505人 男　　　　  47,505人（（--1010人）人）
○○ 女　　　　  51,500人 女　　　　  51,500人（（--3737人人））
○○ 世帯数　　  47,620世帯（ 世帯数　　  47,620世帯（++77世帯）世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

行政情報番組 さのテレ！
J:COMチャンネル(11ch)
で月曜日 午後10時～、木曜日 午後3時～、
土曜日 正午～の週3回（月2回更新）、30
分の行政情報番組を放送しています。
【10月の主な放送内容（予定）】
●前半： なりわいテーブル ほか
●後半： クラッシック入門 ほか

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑
な運営と充実を図るために、基
金として積み立てています。

2022年 泉佐野市成人式
日時　来年1月10日㈷ 午前10時～（受付：午前9時15分～）
場所　エブノ泉の森 大ホール
※当日は12月初旬に送付する案内ハガキを受付に提出してください。新型コロナウイルス感染
拡大により、式典に変更がある場合があります。詳しくはホームページ（https://www.city.
izumisano.lg.jp/kakuka/kyoiku/seishonen/menu/seijinsai.html）をご覧ください。

泉佐野マラソン2021（オンライン）
　市内の観光スポット、特産品のアピールを目的
としスマートフォンで専用ソフトウェア（TATTA）
を使ってオンラインマラソンを開催します。走行
コースは自由に設定でき、開催期間中である14日
間に42.195kmを走行していただきます。参加者
の中から抽選で「氷温®熟成牛」が当たります。
開催期間　10月25日㈪～11月7日㈰
定員　1,000人（先着順）
エントリー資格
●年齢制限はありません。
●専用ソフトウェア（TATTA）の使用が必要です。
日本国内でスマートフォンを所有している人（日
本国外での参加は出来ません）
参加費　2,500円
参加賞　完走証、泉州タオル（スポーツタオル）
申込　10月18日㈪までにRUNNETで
問合先　まちの活性課（☎469-3131）

第12回 全国タオル筆で描く
絵てがみコンクール

　タオル筆で描いた絵手紙のコンクールを開催し
ます。みなさんの出品をお待ちしています。
募集期間　10月1日㈮～11月30日㈫
展示期間　来年3月17日㈭～21日㈷
展示場所　エブノ泉の森ホール ギャラリー
出品点数　1人1点
主催　泉佐野市教育委員会
問合先　NPO法人 泉州佐野にぎわい本舗（☎
468-6665 Fax469-2345）
※詳しくは市内公共施設などに設置の募集要項を
ご覧ください。

▲RUNNET
QRコード


	表紙
	10月24日（日）りんくう野外文化音楽堂がオープン！
	【野外ステージ使用料】
	りんくう野外文化音楽堂こけら落とし（コーラスMICE）

	11月7日（日）、大防災訓練を行います～自ら備える、できることからやってみよう～
	11月7日（日）は市民防災の日

	マイナンバーカード【個人番号カード】の休日・夜間受取
	【臨時休日受取】
	【予約夜間受取】

	特認校に入学しませんか
	【学校見学・説明会】
	【入学申込】
	各小学校の特色紹介
	山あいにたたずむ木造校舎の小学校　大木小学校
	友だちと楽しく運動、楽しく学習　佐野台小学校
	花と緑があふれる学校　第三小学校


	こども園等のご案内
	令和4年度 保育園・認定こども園（保育）児童入園受付
	令和4年度公立幼保連携型認定こども園・1号認定 園児募集

	10月のTOPICS
	10月1日は浄化槽の日
	10月は「大阪府部落差別事象に係る調査等の規制等に関する条例」啓発推進月間〜その身元調査は必要ですか？なくそう部落差別〜
	10月23日（土）〜29日（金）放置ボンベ撲滅週間〜ありませんか　あなたの周りに 放置ボンベ〜
	浄化槽の維持管理
	ＳＴＯＰ！薬物乱用
	　かんくうNEWS
	■災害に強い空港をめざして

	10月11日（月）〜20日（水）全国地域安全運動〜みんなで力をあわせて安全・安心まちづくり〜
	「キャッシュカード求める電話　すべて詐欺！」「ＡＴＭで還付金は詐欺!!」
	【持って安全　使って安心　安まちアプリ】

	救急に関する講習会
	【上級救命講習（年５回）】
	【応急手当普及員講習（年２回）】
	【応急手当普及員再講習（不定期）】

	野外焼却（野焼き）は禁止です
	中身が入ったまま出さないで！
	ボランティア袋を配布しています
	インスリン注射の注射針や点滴針について
	新型コロナウイルスなどの感染症対策としての家庭でのマスクなどの捨て方
	ＰＣＢが含まれた機器の保管がないか再度の確認をお願いします
	毒キノコによる食中毒に注意しましょう！
	ハロウィンジャンボ宝くじ
	市の奨学金へ寄付のご協力を
	令和４年度 入学予定者就学時健康診断
	市公園墓地 使用者募集
	【区画墓地】
	【合葬式墓地】

	10月１日〜12月31日「赤い羽根」共同募金運動にご協力を
	特定医療費（指定難病）受給者証の更新申請をお忘れなく！
	10月18日㈪〜24日㈰行政相談週間
	行政書士無料相談会
	運転免許証を自主返納した70歳以上の高齢者に「さのぽ」を進呈します
	全国都市交通特性調査・近畿圏パーソントリップ調査にご協力ください
	第16回 泉佐野観光ボランティア養成講座

	国民健康保険
	国民健康保険証の更新〜新しい保険証を送付します〜
	保険料の納付はお済みですか？11月１日（月）は第５期分の納期限です
	【口座振替をご利用ください】
	【電話での納付相談を受け付けています】

	国民健康保険料・後期高齢者医療保険料夜間の納付相談と窓口納付

	後期高齢者医療制度
	ジェネリック医薬品を利用してみませんか？
	【切り替え時のご注意】


	国民年金
	より多くの年金を受けたい人は、ぜひご利用ください
	【付加年金】
	【国民年金基金】

	年金生活者支援給付金

	税
	法人市民税に係る開設届を
	市・府民税第３期分の納期限は11月１日（月）です
	税務署からのお知らせ～令和3年以降の税務署主催の年末調整説明会の取りやめ～

	国際交流員オギー通信
	ゴールデン秋
	今月のモンゴル語

	子育て情報
	いずみさのファミリー・サポート・センター　
	提供・両方会員養成講座
	公開講座　普通救命講習Ⅲ（幼児版）～緊急時・子どもの命を救えますか？～
	いずみさのファミリー・サポート・センターへの入会

	児童手当（6～9月分）を10月8日（金）に振り込みます
	出張保育
	乳児の結核予防接種（BCG）
	スタートの頃からの離乳食講習会(予約制）
	お食事会(予約制）～離乳食がうまく進まないと悩んでいる人への教室～
	市こどもの居場所づくり事業こども食堂
	毎月19日は「食育の日」
	泉州南部初期急病センター（☎４６４・６０４０）

	スポーツ
	スポーツ推進課（J:COM末広体育館［市民総合体育館］内）☎462-2000 Fax469-2286
	市民競技大会トランポリン
	令和3年度 市民競技大会結果（敬称略）
	J:COM末広体育館（市民総合体育館）・健康増進センターをご利用ください！
	【遊泳時間】
	【トレーニングジム初回講習会】
	【Ｊ:COM末広体育館会議室・健康増進センター研修室をご活用ください！】


	消費生活センターだより
	偽警告表示 プリペイド型電子マネーで支払わせる手口に注意

	各種相談の案内
	いずみさの昔と今 第310 回
	「十二谷池と祭文〜風水と水・土のまじない〜」
	日本遺産・中世日根荘を巡る（27）～旅引付編（11）「土丸・雨山城跡（前編）」～
	【訂正】


	けんこう・ふくし
	毎年10月がん検診受診率50％達成集中キャンペーン月間
	長寿者祝賀行事
	【90歳祝賀】
	【１００歳祝賀】

	インフルエンザや新型コロナウイルスなどの感染拡大を防止しましょう
	こどものインフルエンザ予防接種費用の一部助成
	【注意事項】　
	【感染拡大防止のポイント】
	高齢者インフルエンザ予防接種
	高齢者肺炎球菌予防接種
	高齢者インフルエンザ・高齢者肺炎球菌予防接種指定医療機関（10月1日現在）


	いずみさの教育NOW
	「読書のすすめ」のすすめ
	学校園紹介
	みんなでつくる みんなの学校～上之郷小学校～
	地域と共に学ぶ～大木小学校～
	【ワラビ採り】
	【川たんけん】
	【大木たんけん】



	市立図書館
	【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
	【佐野・長南・日根野公民館 図書室】
	【北部公民館図書室 ☎469-5171】
	バリアフリー映画会「ハンサム★スーツ」
	おはなし会
	日曜・祝日おはなし会～おはなし会の玉手箱～
	新着図書案内
	【一般書】
	【児童書】

	移動図書館 いちょう号巡回表
	視覚障害者向け　対面朗読サービス

	イベント・インフォメーション
	文化・教養
	佐野公民館
	■水彩画で描く「コスモス」〜透明水彩の柔らかい絵の世界に触れてみよう〜
	■パンづくり教室〜生地作りから始める焼きカレーパン〜
	■スイーツづくり講座〜オレンジソースのブラン・マンジェとクッキー〜

	長南公民館
	■季節の発酵食料理〜深まる秋、うるおい食材で冬支度〜
	■買う前に楽しくわかる！スマートフォン体験講座

	日根野公民館
	■初めての浪曲〜初心者向け入門講座〜
	■絵手紙 体験講座〜「絵のある手紙を送ること」を体験しませんか？〜
	■フラワーアレンジメント〜お花を活かして日常生活に潤いを！〜
	■ローズマリーのナチュラルリース作り

	レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館
	■土曜子どもシアター「おじゃる丸 マロのゆかいな世界」
	■ハロウィンミニ工作会

	南部市民交流センター 本館
	■パパ・ママクッキング「たまには食べたいおふくろの味」〜身体に良く、飽きない料理〜（健康マイレージ対象）
	■かんたん手づくり講座「干支のタオル人形」
	■手づくりお菓子の教室　「レアチーズケーキ」

	レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター
	■シニア向けスマートフォン活用講座
	■英検二次試験対策講座
	■癒しのパステルアート講座
	■編み物講座〜幸せを呼ぶフクロウのハンドウォーマー〜
	■あなたのニャンorワンを描こう　〜かわいい猫or犬の似顔絵を描いてあなたの部屋に飾ろう〜
	■自分史講座〜あなたの生きた証を表現しよう！〜

	北部市民交流センター 本館・北部公民館
	■40代から考えよう〜知っておきたい老後の備えと保険〜
	■手作りのお味噌でお正月〜失敗しない白みそづくり〜
	■飾れるお手紙〜会えない今だからこそ文字に想いを乗せて〜
	■レザーでキーカバーとベルトループを作ろう
	■包むと結ぶ風呂敷ラッピング

	いずみさの女性センター
	■ＩＲＩＳサイエンス・キャンパス〜暗闇でも安心！光るマイバッグを作ろう！〜
	■法律からみる結婚とは？離婚とは？〜女性弁護士がわかりやすくお話します〜

	南部市民交流センター青少年センター
	■ハロウインお菓子作り
	■陶芸でクリスマス飾りを作ろう！

	各種文化・教養
	■癒されweek


	健康
	長南公民館
	■フィットネスKARATE（カラテ）
	■リンパウォーキング講座　〜一生涯、健康的に美しく歩こう〜

	健康推進課
	■ウォーキング会　（健康マイレージ対象）
	■ファミリー教室（予約制

	レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター
	■アンコール企画人気のZUMBAで楽しくエクササイズ！〜有酸素運動で脂肪燃焼効果も期待！〜
	■自宅でできる簡単セルフケア体験講座〜足指体操＆リフレクソロジー〜

	各種健康
	■泉佐野健康寿命ウォーキング「介護予防」講演会
	■地域健康教室〜いつまでも若く健康でいるために！〜「65歳からのマル得健康法！若さを保つ秘訣をお伝えします！」
	■健康サポート教室「メリハリウォークで脂肪燃焼」（健康マイレージ対象）
	■よさこいソーラン・エクササイズ


	福祉
	地域子育て支援センターつくしんぼ
	■プレおひさまにこにこクラブ
	■あそびの広場〜リトミック＆触れ合いあそび〜
	■ボランティア養成講座

	各種福祉
	■認知症カフェ【オレンジカフェ つむぐ】
	■愛の献血
	■サロン・ド・ルリエ
	地域活動支援センタールリエ

	■子育て支援講座69第８回読み聞かせオールスターズ
	■ボランティアのつどい
	■第１回シャッピーハウス掘り出し市
	■ＲＵＮ伴〜認知症の人や家族が安心してくらせるまちへ〜
	■ファミサポ交流会 ハロウィン　〜Trick or Treat〜
	■不登校についての講演会
	■子育て応援企画（乳幼児編）〜手作りおもちゃを作って遊ぼう♪〜


	歴史
	レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
	■秋季特別展「いのりよ、とどけ」
	■秋季特別展講演会「人々のいのりとまじない」〜泉佐野の信仰資料〜
	■九条家と信仰・思想３「九条道家と陰陽師」
	■れきし館ワークショップ
	【ダンボール織でコースターをつくろう！】
	【ステンドグラス風ハロウィン飾りをつくろう！】


	泉佐野ふるさと町屋館（旧新川家住宅）
	■新川家教室
	■恒例朝市
	■ふろしき手作りマーケット
	■第３回 そば打ち体験
	■「日根対山」襖絵公開

	各種歴史
	■第９回いずみさの検定
	【テキスト・過去問題（第６・７・８回いずみさの検定分）販売】



	その他イベント
	■弓振窯陶芸教室生徒作品第33回土窯会展　
	■府営泉佐野丘陵緑地「四海波花籠づくりをしよう！」
	■泉佐野観光ボランティア協会てくてくツアー「旧長滝村と熊野街道を歩く」〜旧長滝村の寺社を訪ね、大阪夏の陣・樫井古戦場跡を歩く〜
	■京都大学複合原子力科学研究所アトムサイエンスフェア２０２１
	【講演会】
	【実験教室】

	■大阪家庭裁判所遺産分割制度説明会ご存じですか？「遺産分割調停」〜裁判官がお話しします〜
	■国際交流ハイキング　〜icaウォーク２０２１犬鳴山〜
	■下瓦屋地域文化祭


	採用・募集
	小学校・中学校市費講師
	～令和4年度受験生 募集要項配布中～看護師
	【高校新卒推薦・社会人】
	【一般入試】

	花とみどりのボランティア団体
	国民健康保険運営協議会委員
	認定NPO法人　大阪府高齢者大学校受講生
	古民家等活用型活動拠点整備補助金の追加募集

	くらしの情報掲示板
	最低賃金
	新川塾開講 泉州・泉佐野ってどんな町？
	第3回とっておきの音楽祭inりんくう大阪
	つばさ通りリノベーション実践塾
	創業セミナー～夢に挑戦・めざせ起業家～
	泉佐野市社会福祉協議会善意銀行（8月受付分）
	日根荘大木の里 コスモス園
	計量器定期検査
	文化祭

	いずみさのフォトニュース
	大雨の被災地へ支援職員派遣の出発式
	主要債権の一斉督促催告「アタック30」の団結式
	ウガンダ駐在職員による研修会
	オンラインによる花火大会が開催
	なりわいテーブルプレゼン大会・講演会を開催
	オリンピックのモンゴル国代表選手が表敬訪問
	ヤッホーブルーイングと基本合意書を締結
	災害対策本部訓練を実施しました
	課題の付与によるロールプレイング形式の訓練


	裏表紙
	新成人の抱負 代表者
	2022年 泉佐野市成人式

	泉佐野マラソン2021（オンライン）
	第12回 全国タオル筆で描く絵てがみコンクール




